
 

　農業が担う役割や食べ物の大切さを学んでもらおうと「いきいき農作業体験事業」が

今年度、市内の小学校７校で行われています。阿万小学校では５年生31人が10月
11日、学校近くの田んぼで稲刈り体験を行いました。刈り取った稲は、児童らが６月
末に植えたキヌヒカリで、黄金色に大きく育った稲を児童らは鎌を使い、一株ずつ丁寧
に刈り取り、収穫の喜びを実感していました。収穫した米は12月初旬、いずみ会によ
る調理実習で「おにぎらず」にして味わう予定です。

市内小学校で「いきいき農作業体験事業」
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給
食
で
地
産
地
消
の
取
組
み

▲市役所で行われた9月26日の全国大会壮行会で
　優勝を目指して意気込む団員たち

▲全国の舞台で操法を始める団員たち ▲準優勝を果たし喜ぶ団員たち
▲生徒らにメダルの報告する正木選手

後輩の生徒らに囲まれて笑顔の正木選手

▲正木選手を祝福する中田市長

全
国
消
防
操
法
大
会
で
準
優
勝

日
本
農
業
遺
産
に
南
あ
わ
じ
の
伝
統
的
多
毛
作
体
系
を
申
請
！

　

淡
路
島
は
古
く
か
ら「
御み

け

食つ

国く
に

」と

呼
ば
れ
食
材
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

南
あ
わ
じ
市
は
現
在
も
玉
葱
や
乳

製
品
に
代
表
さ
れ
る
農
畜
産
物
、

ハ
モ
や
鯛
な
ど
の
海
産
物
の
産
地

と
し
て
有
名
で
、豊
か
な
食
づ
く
り

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
学
校
給
食
に
お
い
て
も
子

ど
も
た
ち
に
地
元
の
素
晴
ら
し
い
食

材
を
取
り
入
れ
た
献
立
を
作
っ
て
、

食
育
の
推
進
と
地
産
地
消
の
取
組
み

を
進
め
る
学
校
給
食
地
場
食
材
利
用

拡
大
推
進
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
活
用
し
て
、９
月

26
日
に
は
「
ハ
モ
の
天
ぷ
ら
」
を

市
内
小
中
学
校
、
幼
稚
園
の
約

４
４
０
０
食
の
給
食
の
献
立
に
取

り
入
れ
て
提
供
し
ま
し
た
。　

 

南
あ
わ
じ
市
近
海
で
獲
れ
た
肉
厚

で
脂
が
乗
っ
た
ハ
モ
は
、
子
ど
も
た

ち
に
も
大
好
評
で
「
お
い
し
い
！
」

と
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

10
月
14
日
に
長
野
市
で
開
催
さ

れ
た
第
25
回
全
国
消
防
操
法
大
会

ポ
ン
プ
車
の
部
で
、
兵
庫
県
代
表

と
し
て
南
あ
わ
じ
市
消
防
団
神
代

第
１
分
団
が
出
場
し
、
準
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

同
分
団
は
、
４
年
前
の
第
23
回

大
会
に
も
出
場
し
11
位
。
今
回
は

メ
ン
バ
ー
を
総
入
れ
替
え
し
、
優

勝
め
ざ
し
、
週
４
回
ペ
ー
ス
で
練

習
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
市
か
ら
の
応
援
団

員
ら
が
見
守
る
中
、
団
員
た
ち
は

こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
大
い

に
発
揮
し
、
出
場
25
隊
の
内
２
番

目
に
早
い
タ
イ
ム
を
記
録
。
総
合

得
点
は
１
８
３
点
で
、
優
勝
し
た

松
江
市
消
防
団
に
２
点
及
ば
ず
、

僅
差
で
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

準
優
勝
を
果
た
し
た
団
員
は
、

次
の
通
り
で
す
。　
　
《
敬
称
略
》

▽
指
揮
官　

前
原　
　

智

▽
１
番
員　

山
口　

晃
正

▽
２
番
員　

細
川　

敦
司

▽
３
番
員　

中
原　

健
輔

▽
４
番
員　

砂
田　

直
寛

が
密
集
し
た
地
域
で
、
全
国
の
一
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
毛
作
を
営
む
に
あ
た
っ

て
、
連
作
障
害
を
予
防
す
る
た
め

の
転
作
や
た
い
肥
に
よ
る
土
壌
改
良

の
工
夫
、
作
物
を
加
工
し
付
加
価

値
を
つ
け
て
商
品
化
す
る
六
次
産

業
化
の
取
組
み
な
ど
、
農
家
の
皆

さ
ん
の
努
力
が
実
を
結
び
全
国
有

数
の
農
業
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
里
山
里
海
と
い
っ
た

観
点
か
ら
も
漁
業
に
携
わ
る
人
た

ち
や
山
に
係
る
人
た
ち
の
様
々
な

尽
力
や
助
力
が
あ
っ
て
、
南
あ
わ

じ
市
の
多
毛
作
は
支
え
ら
れ
、
そ

し
て
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
農
業
シ
ス
テ

ム
を
今
後
も
継
続
し
て
い
く
た
め

の
第
一
歩
と
し
て
、
農
業
遺
産
に

申
請
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
来
年

３
月
頃
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
南
あ
わ
じ
市
は
世
界
・

日
本
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
を
通
じ

て
、農
林
水
産
省
へ「
日
本
農
業
遺
産
」

へ
の
認
定
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

申
請
の
名
称
は
「
南
あ
わ
じ
地

域
に
お
け
る
伝
統
的
多
毛
作
体

系
」
で
す
。

　

南
あ
わ
じ
の
農
業
に
み
ら
れ
る

三
毛
作
・
多
毛
作
は
、
全
国
的
に

見
て
も
大
変
稀
で
特
徴
的
な
も
の

で
す
。
瀬
戸
内
の
温
暖
な
気
候
に

よ
っ
て
年
間
を
通
じ
て
豊
か
な
農
業

を
営
む
こ
と
が
で
き
、
知
恵
と
工
夫

を
凝
ら
し
持
続
可
能
な
形
で
社
会

や
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
継
続
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
瀬
戸
内
の

気
候
は
一
方
で
少
雨
と
い
う
困
難
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
が
、古
く
か
ら
、

た
め
池
や
複
雑
な
水
路
網
、
分
水

の
機
構
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
に
淡
路
島
は
全
国
で
最
も
た
め
池

柔
道
・
正
木
選
手
　
銅
メ
ダ
ル
お
め
で
と
う

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
柔
道
（
視
覚
障
害
者
）

男
子
１
０
０
キ
ロ
超
級
に
出
場
し

た
北
阿
万
出
身
の
正
木
健
人
選
手

は
９
月
11
日
の
３
位
決
定
戦
で
イ

ラ
ク
選
手
に
一
本
勝
ち
、
銅
メ
ダ

ル
を
獲
得
。
正
木
選
手
は
、
前
回

の
ロ
ン
ド
ン
大
会
で
金
メ
ダ
ル
を

手
に
し
て
お
り
、
２
大
会
連
続
メ

ダ
ル
獲
得
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。

市
役
所
で
報
告
会

　

大
会
を
終
え
、
帰
郷
し
た
９
月

28
日
、
正
木
選
手
は
市
役
所
を
訪

れ
、
中
田
市
長
に
結
果
を
報
告
。

正
木
選
手
は
、「
金
メ
ダ
ル
を
宣

言
し
て
い
た
の
で
、
銅
メ
ダ
ル
で

悔
し
い
が
、
最
低
限
の
結
果
を
出

す
こ
と
が
で
き
た
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
中

田
市
長
は
「
素
晴
ら

し
い
一
本
で
銅
メ
ダ

ル
を
取
り
、
子
ど
も

た
ち
に
も
夢
を
与
え

て
く
れ
た
。
４
年
後

の
東
京
大
会
に
向
け

て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
健
闘
を
た
た
え
ま

し
た
。

　

南
淡
中
学
校
で
柔
道
を
始
め
た

正
木
選
手
は
、「
中
学
校
時
代
、

部
員
全
員
が
一
つ
の
目
標
を
掲
げ

て
切
磋
琢
磨
し
た
。
努
力
す
る
こ

と
と
、
大
き
な
目
標
を
達
成
す
る

喜
び
を
覚
え
た
」
と
振
り
返
り
、

「
リ
オ
の
準
決
勝
で
負
け
た
時
に

思
っ
た
言
葉
が
『
継
続
は
力
な

り
』、
こ
の
言
葉
の
重
み
が
今
は

よ
く
わ
か
る
。
目
標
に
向
か
っ
て

嫌
な
こ
と
で
も
継
続
し
て
ほ
し
い
。

僕
も
４
年
後
、
こ
こ
で
金
メ
ダ
ル

を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
」
と
力
強
く
生
徒
ら

に
語
り
ま
し
た
。

母
校
・
南
淡
中
学
校
を
訪
問

　

10
月
11
日
、
正
木
選
手
は
、

母
校
の
南
淡
中
学
校
を
訪
れ
、

全
校
生
に
銅
メ
ダ
ル
の
報
告
を

し
た
ほ
か
、
生
徒
か
ら
の
質
問

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
生
徒
ら
と

の
交
流
も
深
め
ま
し
た
。

▲「ハモの天ぷら」を献立に取り入れた給食（9月26日）▲給食を食べて「おいしかった」と喜ぶ児童たち（榎列小学校）

▲ハモの天ぷらの給食を楽しむ児童

▲玉葱の収穫

▲田植えの準備

▲多毛作が営まれる南あわじ市▲酪農 ▲漁業

▲レタスの収穫
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９
月
27
日
、
こ
れ
か
ら
の
淡

路
地
域
の
あ
り
方
を
考
え
る
「
淡

路
地
域
づ
く
り
懇
話
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
原
口
市
議
会
議
長

と
私
が
出
席
し
、
兵
庫
県
の
平
成

29
年
度
予
算
へ
の
要
望
な
ど
に
つ

い
て
井
戸
知
事
や
県
幹
部
職
員
の

方
々
と
懇
談
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
私
か
ら
は
兵
庫
県
が
策
定
し

た
津
波
防
災
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画

で
重
点
地
区
に
指
定
さ
れ
た
福
良

港
の
湾
口
防
波
堤
や
阿
万
港
・
沼

島
漁
港
の
防
潮
堤
等
の
早
期
完

成
、
ま
た
低
地
対
策
と
し
て
老
朽

化
し
た
排
水
機
場
の
更
新
や
河
川

改
修
等
の
推
進
に
つ
い
て
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
安
全
安
心
の
た
め
に

も
、
こ
れ
か
ら
も
事
業
の
早
期
完

成
を
県
・
国
に
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

９
月
22
日
、
福
良
港
周
辺
で
南

海
ト
ラ
フ
地
震
に
伴
う
津
波
へ
の

備
え
に
つ
い
て
学
ぶ
「
福
良
う
ず

ま
る
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
県
内
で
最
大
の
津
波
が
予

想
さ
れ
る
福
良
地
区
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
想
定
で
避
難
訓
練
等
を
実

施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

参
加
者
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も

災
害
に
備
え
た
訓
練
を
続
け
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
13
日
に
は
南
あ
わ
じ
市
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
今

年
の
訓
練
は
、
島
内
３
市
を
メ
イ

ン
会
場
と
す
る
兵
庫
県
の
南
海
ト

ラ
フ
地
震
津
波
一
斉
避
難
訓
練
と

合
同
で
実
施
し
ま
す
。
総
合
防
災

訓
練
の
会
場
と
な
る
福
良
地
区
で

は
避
難
所
体
験
や
炊
き
出
し
訓
練

等
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
各
自
治
会

に
お
い
て
も
実
情
に
応
じ
た
訓
練

を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。「
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
。家
族
の
命
は
家
族

で
守
る
。地
域
の
命
は
地
域
で
守

る
」。個
人
や
家
族
、
そ
し
て
地
域

で
防
災
意
識
を
高
く
持
っ
て
い
た

だ
き
、
も
し
も
の
場
合
に
備
え
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
再
度
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
地
震
や
台
風
に
よ
る
災

害
に
最
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す

の
が
消
防
団
の
方
々
で
す
。
団
員

の
方
々
は
、
仕
事
を
持
ち
な
が
ら

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

に
、
日
頃
よ
り
活
動
・
訓
練
を
重

ね
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
10

月
14
日
に
南
長
野
運
動
公
園
で
開

催
さ
れ
た
第
25
回
全
国
消
防
操
法

大
会
ポ
ン
プ
車
の
部
で
は
、
神
代

第
一
分
団
が
見
事
準
優
勝
に
輝
か

れ
ま
し
た
。
夜
間
や
休
日
に
訓
練

を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
賜
物
だ
と
思

い
ま
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
、
ご
家

族
、
ま
た
団
員
・
幹
部
の
皆
さ
ん

に
心
よ
り
感
謝
と
お
喜
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

秋
か
ら
冬
へ
と
季
節
が
移
り
変

わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
に
は
体
調
管
理
に
ご
留
意
い

た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
よ
り
一

層
、
市
の
施
策
へ
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

日
ご
ろ
の
訓
練
が
実
を
結
ぶ
!!

吉
備
国
際
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

建
物
火
災
を
想
定
し
消
火
訓
練
を
実
施

▲福良地区公民館で講演やダンボールベッドの
　組立演習などが行われた津波防災フォーラム

▲淡路地域づくり懇話会に出席した原口議長と中田市長

▲指示を出す波戸崎隊長▲絵本を寄贈された株式会社あべいすと安部社長（左）から
　中田市長(右）へ目録が手渡されました

学
園
祭
を
開
催
し
ま
す

　

今
年
開
設
４
年
目
を
迎
え
た
吉

備
国
際
大
学
地
域
創
成
農
学
部

で
、
初
め
て
の
学
園
祭
「
く
に
う

み
祭
」
を
11
月
５
日
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

駐
車
場
は
多
数
あ
り
ま
す
の

で
、車
で
ご
来
場
い
た
だ
け
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
５
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

吉
備
国
際
大
学
南
あ
わ

じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス

▽
内
容　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で

は
、三
原
志
知
太
鼓
ク
ラ
ブ「
志

童
」・
学
内
軽
音
部
・
淡
路
三

原
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

や
、
外
国
語
学
部
の
ダ
ン
ス
、

豪
華
景
品
が
当
た
る
○
×
ク

イ
ズ
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
フ
ッ

ト
ボ
ー
ラ
ー
「
徳
田
耕
太
郎
プ

ロ
」、
６
体
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
登

場
し
ま
す
。

　
　

中
庭
で
は
学
生
に
よ
る
た
く

さ
ん
の
模
擬
店
、
講
義
室
・
玄

関
前
で
は
地
域
の
方
々
に
よ
る

出
店
、
そ
の
他
子
ど
も
も
楽

し
め
る
縁
日
や
大
人
も
ゆ
っ
く

り
で
き
る
カ
フ
ェ
等
多
数
の
イ

ベ
ン
ト
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
。

生
涯
学
習
講
座
の
ご
案
内

　

大
学
と
地
域
の
人
々
と
の
連
携

推
進
を
図
る
た
め
、「
吉
備
国
際

大
学
地
域
創
成
生
涯
学
習
講
座
」

を
開
講
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

❶
講
座

な
る
ほ
ど
な
っ
と
く
法
律
入
門

▽
日
時　

11
月
17
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
内
容　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
法

律
問
題

▽
講
師　

同
大
学
地
域
創
成
農
学

部
教
授　

生
駒
正
文
氏

※
受
講
者
に
は
、
法
律
が
よ
く
わ

か
る
「
な
る
ほ
ど
な
っ
と
く
法

律
入
門
」
の
冊
子
を
進
呈

❷
講
座
　
聞
き
上
手
に
な
ろ
う
！

▽
日
時　

12
月
５
日
（
月
）

　

午
前
10
時
40
分
～
正
午

▽
内
容　
〈
聞
い
て
・
書
く
〉
と

話
が
伝
わ
る
、
悩
み
も
解
決
！

▽
講
師　

青
木
将
幸
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
事
務
所
代
表 

青
木
将
幸
氏

❶
❷
共
通

▽
場
所　

同
大
学
Ｂ
棟
１
０
４
講
義
室

▽
申
込　

同
大
学
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
メ
ー
ルkiu

-aw
@
kiu

i.

ac.jp

☎
42
・
４
７
０
８
F 

42
・

４
８
１
２

福
良
う
ず
ま
る
フ
ェ
ス
タ
・
津
波
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

株
式
会
社
あ
べ
い
す
と
が
絵
本
を
寄
贈

　

医
療
・
介
護
事
業
者
「
株
式
会

社
あ
べ
い
す
と
」（
洲
本
市
）
が
、

淡
路
島
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
心
豊
か
な
感
性
を
育
ん
で
ほ

し
い
と
、
市
内
の
保
育
所
等
の
子

育
て
関
係
施
設
、
24
施
設
に
絵
本

４
０
４
冊
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
が
10
月
11
日
、施
設
を
代

表
し
て
市
保
育
所
で
行
わ
れ
、安
部

則
行
社
長
は
中
田
市
長
に
目
録
を

贈
呈
し
、
中
田
市
長
か
ら
感
謝
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
同
園
の
園
児
た

ち
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
お
礼
の

言
葉
と
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
　
３
０
０
日
達
成

　

南
あ
わ
じ
市
は
、
平
成
27
年
11

月
11
日
か
ら
平
成
28
年
９
月
５
日

ま
で
の
３
０
０
日
間
、
交
通
死
亡
事

故
を
抑
止
し
た
こ
と
に
よ
り
、
交

通
安
全
功
労
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
市
で
は
、
市
・
警
察
・
交
通

安
全
協
会
・
自
家
用
自
動
車
協

会
・
自
治
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
連

合
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
小
中
学
校
長
会
で
構

成
す
る
「
南
あ
わ
じ
市
交
通
対
策

協
議
会
」
が
中
心
と
な
り
、
市
内

の
交
通
安
全
啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
受
賞
を
受
け
、
橋

本
眞
佐
男
南
あ
わ
じ
警
察
署
長
は

「
こ
れ
か
ら
も
関
係
機
関
協
力
を

し
て
、
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲市内の事故を無くすため啓発活動を行う
　南あわじ市交通対策協議会メンバー

　

南
あ
わ
じ
市
消
防
団
第
4
方
面

隊
は
10
月
２
日
、
住
宅
密
集
地
で

の
建
物
火
災
を
想
定
し
た
消
火
訓

練
を
福
良
小
学
校
で
行
い
、
団
員

約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
団
員
に
訓
練
内
容
を

事
前
に
知
ら
せ
な
い
ブ
ラ
イ
ン
ド

型
訓
練
。
同
小
学
校
の
校
舎
を
複

数
の
建
物
と
見
立
て
て
、
中
央
棟

２
階
か
ら
火
災
発
生
し
た
想
定
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

火
災
は
隣
の
建
物
へ
延
焼
し
、

波
戸
崎
直
弘
方
面
隊
長
に
よ
る
指

示
の
も
と
、
各
消
防
団
員
が
次
々

と
出
動
。
プ
ー
ル
脇
に
小
型
動
力

ポ
ン
プ
を
設
置
し
、
連
結
し
た

ホ
ー
ス
に
プ
ー
ル
の
水
を
送
り
、

火
点
に
向
け
て
放
水
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
夜
間
時
も
想
定
し
、

照
明
器
の
設
置
も
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
を
淡
路
広
域
消
防
事
務

組
合
南
淡
分
署
の
職
員
が
見
分
し
、

「
ポ
ン
プ
の
圧
力
調
整
が
で
き
て

い
な
い
」「
本
部
と
の
連
携
が
で
き

て
い
な
い
」
な
ど
を
指
摘
。
波
戸

崎
隊
長
は
「
今
回
の
訓
練
の
反
省

点
を
今
後
に
生
か
し
て
ほ
し
い
」

と
各
団
員
に
改
善
す
る
よ
う
訓
示

し
ま
し
た
。

▲校舎に向けて放水する消防団員

ま
し
た
。
午
前
中
に
行
わ
れ
た
フ
ェ

ス
タ
で
は
、
津
波
防
災
に
つ
い
て
街

歩
き
を
し
な
が
ら
学
ぶ
福
良
路
地

裏
探
訪
や
防
災
ク
イ
ズ
、
水
消
火

器
的
当
て
ゲ
ー
ム
な
ど
で
観
光
客
や

地
元
の
人
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
防

災
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
午
後
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
人
と
防
災
未
来

セ
ン
タ
ー
の
宇
田
川
研
究
主
幹
に
よ

る
熊
本
地
震
な
ど
に
お
け
る
避
難

所
状
況
の
講
演
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
の
組
立
演
習
、
非
常
食
の
試
食
な

ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
に
よ
る
意
見

交
換
と
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

り
を
目
指
す
福
良
地
区
で
、
９
月
22

日
「
福
良
う
ず
ま
る
フ
ェ
ス
タ
・
津

波
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ

　

日
本
一
の
津
波
防
災
の
ま
ち
づ
く

▲福良津波防災ステーション周辺で行われた「福良うず
　まるフェスタ」
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人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
の

委
嘱
を
受
け
、
市
民
の
人
権
を
守
る

た
め
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
人
権
に
関
す

る
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お
手

伝
い
や
法
務
局
職
員
と
協
力
し
、
人

権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
、
人

権
意
識
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活
動

等
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
現
在
９
人
の
委
員
が

活
動
を
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
た
び

渕
本
幸
男
さ
ん
（
八
木
）、
前
川

あ
け
み
さ
ん
（
榎
列
）
の
任
期
満

了
を
受
け
、
関
口
貞
子
さ
ん
（
志

知
）、
山
﨑
昌
広
さ
ん
（
榎
列
）

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
20
日
、
神
戸
地
方
法
務
局

洲
本
支
局
長
か
ら
新
任
の
関
口
さ

ん
と
山
﨑
さ
ん
に
法
務
大
臣
委
嘱

状
が
、
退
任
さ
れ
た
渕
本
さ
ん
、

前
川
さ
ん
へ
法
務
大
臣
感
謝
状
が

そ
れ
ぞ
れ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
平
成
28
年
10
月

1
日
か
ら
平
成
31
年
９
月
30
日
ま

で
の
３
年
で
す
。

◆
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に

　

伴
う
交
代
は
次
の
通
り
で
す

退
任　

渕
本
幸
男 

さ
ん
（
八
木
）

退
任　

前
川
あ
け
み 

さ
ん（
榎
列
）

新
任　

関
口
貞
子  

さ
ん
（
志
知
）

新
任　

山
﨑
昌
広  

さ
ん
（
榎
列
）

▲左から前川さん、渕本さん、山﨑さん、関口さん

問税務課☎43-5213

　病気になったり、失業したり、災害や盗難にあっ

たり、事業で大きな損失を受けたり、予期しないこ

とで収入が著しく少なくなったために、どうしても納

期限までに納付ができないような場合は、お早め

に納付方法等についてご相談ください。

　納税相談では、納税が困難になった原因、税金

の負担能力、家庭の現状をお伺いさせていただ

き、分割して計画的に納付することや、納付時期を

延ばしたりすることもご提案させていただきます。

　納税についてのご相談がありましたら、市役所

税務課へお早めにお越しください。

●納税が困難な場合は
　　お早めの納税相談を！

　市税はコンビニで納付することができます。ご自宅、勤務先の
近くのコンビニで、土日・祝日を問わず、24時間いつでも納付で
きますので、大変便利です。
※納税額が30万円を超える場合はコンビニ納付はできません

　市税は口座振替で納付することができます。手続きをすれば、
納付のたびに金融機関等に行く必要がなく、納め忘れがありませ
んので、大変便利です。
※預貯金通帳と届出印を持参の上、市内の金融機関（郵便局含む）ま
たは市役所税務課で手続きをしてください

●便利なコンビニでの納付

●安心・便利・確実な口座振替

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
「
暴
力
追

放
・
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
市
民

大
会
」
が
10
月
８
日
、
市
役
所
第

２
別
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
防
犯
に
功
労
の
あ
っ
た
人
た

ち
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
順
不
同
）

◆
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
防
犯
栄

　
誉
金
章
表
彰

　

芝　

壽
浩
さ
ん
（
福
良
）

◆
兵
庫
県
防
犯
協
会
連
合
会
表
彰

　

来
馬　

忠
雄
さ
ん
（
湊
）

◆
南
あ
わ
じ
防
犯
協
会
表
彰

　

柏
木　

公
子
さ
ん
（
松
帆
）

　

波
戸
崎
直
弘
さ
ん
（
福
良
）

　

鷲
谷　

政
次
さ
ん
（
湊
）

　

山
口　

勉
さ
ん
（
松
帆
）

◆
南
あ
わ
じ
市
民
の
警
察
官

「
ゆ
づ
る
は
賞
」
表
彰

　

小
林　

正
さ
ん（
刑
事
生
活
安
全
課
）

　

井
内　

和
男
さ
ん
（
地
域
課
）

暴
力
追
放
・安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

人
権
擁
護
委
員
の
交
代

 固定資産税・・・・・･･・・・・･･ 【４期】

 国民健康保険税・･･･・・・・・【５期】

納期限　11月30日(水)
《納期内に忘れず納付しましょう》

今 月 の 納 税

支 援 対 策 内　　　容

防災ベッド等
設置促進事業

( 購入・設置費 30 万円前後～ )

※参考例　　　　　　　　
　  木質耐震シェルター設置の
　場合は、個人負担は２万円

◆対象となる費用　
　昭和 56 年 5 月以前着工の住宅で、耐震診断で安全性が低いと診断された
　戸建住宅での、防災ベッドや、木質耐震シェルター設置費の補助

◆補助額　上限 25 万円（購入・設置費相当額まで）
　※簡易耐震診断が必要となります
　※条件で補助額が異なる場合があります

住宅建替補助
※今年度は予定件数に達した
　ため、受付終了しました

◆対象となる費用　昭和 56 年５月以前着工の住宅で、耐震診断で
　安全性が低いと診断された戸建住宅を安全な住宅に建て替える場合

◆補助額　100 万円　※簡易耐震診断が必要となります
　※住宅除却後の補助金申請は受付けできません

簡易耐震診断 ( 無料 )
市が派遣した登録診断員が住宅の耐震性を評価します。
◆対象住宅　昭和 56 年 5 月以前着工の住宅

住宅耐震改修
計画策定費補助

◆補助率等　補助率２/ ３、補助限度額 20 万円

住宅耐震改修工事費補助 ◆補助額　改修工事費に応じて段階的に補助があります（最大 100 万円）
　※ 南あわじ市から補助金が加算される場合があります（最大 30 万円）

部分型耐震化補助
・簡易耐震改修工事費補助
・シェルター型工事費補助
・屋根軽量化工事費補助

◆対象となる費用　
　安価で簡易な手段により人命を保護する対策としての費用

◆補助額　50 万円（定額）

　▼ひょうご住まいの耐震化促進事業

お手軽な地震対策 ！！   25万円を上限に補助
　地震による住宅の倒壊から生命を守るため、
安全な空間を比較的安くて簡単に確保できる

防災ベッド や 木質耐震シェルター の
購入・設置にかかる費用の一部を助成します。
　各メニューにより対象となる条件が異なります。

　また、予定件数に達し次第、受付終了となります。

　設置等を検討される人は、都市計画課（市
役所本館２館）へご相談ください。

防災ベッドとは・・・
　金属製のフレームなどでベッドの上部を覆
い、ベッド内の人を保護し就寝中の安全などを
確保するものです。

木質耐震シェルターとは・・・
　住宅内の一部に木材等で強固な箱型の空間

（シェルター）を作り、安全を確保するものです。

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～  新しい夢の『はじまり』を創るために  ～

問都市計画課☎43-5227

▲暴力追放・安全安心まちづくり市民大会
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住民説明会を開催します！

◆移行スケジュール
　㈱ケイ・オプティコムが今年度から平成30年度にかけて光ファイバー網を市内全域に整備します。
　市のケーブルテレビ加入者宅のeo光サービス移行にかかる工事は、平成29年度から平成31年度までに光ファイバ
ー網の整備を終えた地区から順次実施する予定です。なお、下記の日程で住民説明会を行い、民間化事業についてご
説明します。eo光サービスの申込受付は対象地区から順に、さんさんネットからご案内します。
　また、今後もケーブルテレビ民間化についての情報は、自主放送番組や広報紙でお知らせします。

説明会開催日 対象地区 会場
11 月 14 日（月） ・八木地区 八木地区公民館 ２階和室
11 月 15 日（火） ・神代地区 神代地区公民館 ２階大広間
11 月 17 日（木） ・潮美台地区 潮美台地区公民館 多目的ホール 1.2
11 月 18 日（金） ・北阿万地区 北阿万地区公民館 3 階多目的ホール
11 月 21 日（月） ・賀集地区 賀集地区公民館 2 階講堂
11 月 22 日（火） ・阿万地区 阿万地区公民館 講堂
11 月 24 日（木） ・灘地区 灘地区公民館 3 階集会室
11 月 25 日（金） ・倭文地区 倭文公民館 研修室 1.2

11 月 26 日（土） ・市地区　　　　　　　　
・旧三原町地域 中央公民館 大ホール

11 月 27 日（日） ・広田地区　　　　　　
・旧緑町地域 広田地区公民館 ３階ホール

11 月 28 日（月） ・松帆地区 松帆活性化センター 情報通信教育室

11 月 29 日（火） ・津井地区 津井地区公民館 ２階会議室
12 月　1 日（木） ・伊加利地区 伊加利地区公民館 １階会議室
12 月　2 日（金） ・丸山地区 丸山地区公民館 多目的ホール

12 月　3 日（土） ・福良地区　　　　　　
・旧南淡町地域 福良地区公民館 3 階講堂

12 月　5 日（月） ・阿那賀地区 阿那賀地区公民館 1 階和室

12 月　6 日（火） ・沼島地区 沼島総合センター 2 階大集会室

12 月　8 日（木） ・榎列・倭文地区 榎列公民館 大広間

12 月　9 日（金） ・三原志知地区 三原志知公民館 ２階会議室

12 月 11 日（日） ・湊地区　　　　　　
・旧西淡町地域 湊地区公民館 大ホール

12 月 12 日（月） ・西淡志知地区 西淡志知公民館 研修室

 　市では、平成13年度から旧西淡町及び旧三原町で、平成20年度からは市内全域でケーブルテレビサービスを提
供していますが、設備の老朽化が進み、更新時期を迎えています。
　多様化する住民ニーズに応えるため、今後は、加速度的に進む放送・通信技術の革新に対応したサービスの提供
が必要です。しかし、このようなサービスを行うために設備を更新し続けていくには、莫大な費用が必要なため、
市でこのままの方式で運営していくことが困難であると判断しました。そこで住民の負担を抑えつつ、今後も現在
のサービスを拡張的に継承するため、ケーブルテレビサービスを民間化することとなりました。
　本年４月27日から民間事業者を公募し、６月22日のプロポーザル審査委員会において民間事業者から提案
を受け、最優秀事業者として㈱ケイ・オプティコムを選定しました。その後協議を重ね10月26日にケーブル
テレビ民間化を進めるにあたっての協定書を締結しました。

◆サービスの移行について（㈱ケイ・オプティコムとの契約手続きと、さんさんネットの加入解除が必要です）
　市内の出来事を放送している「さんさんニュース」などの自主制作番組は、引き続き市が制作し、㈱ケイ・オプ
ティコムの敷設する光ファイバー網を利用して放送します。
　なお、南あわじ市ケーブルテレビ加入者の皆さまに引き続きサービスを受けていただくには、㈱ケイ・オプティ
コムが提供するeo光サービス（テレビ、電話、インターネット、有料番組）の契約手続きと、市の提供するサービス
（テレビ、電話、インターネット、有料番組）が終了（平成31年度末予定）するまでに加入解除手続きが必要です。
　新サービスの料金については、皆さまのご負担を極力抑えた「南あわじ市限定メニュー」をご用意します。

 ※各会場の駐車場に限りがありますので、乗り合わせ等でお越しいただきますようお願いします。指定地区の会場にお越しいただけない場合は、
比較的大きい会場である中央公民館や広田、湊、福良地区公民館へお越しください。

◆ケーブルテレビ民営化住民説明会　開催時間：午後７時～（２時間程度を予定）

問情報課☎４３－５２０６　

緑文化祭（広田地区公民館）
期間　11月１日（火）～3日（木・祝日）
内容　①作品展示＝9：00～20：00
            ※3日（木）は17：00まで
　　　②お茶席＝3日（木）10：00～15：00
　　　　※無料
問広田地区公民館☎44-3008

三原総合文化祭（中央公民館）
期間　11月１日（火）～４日（金）
内容　①作品展示＝9：00～17：00
　　　　※4日（金）は12：00まで
　　　②芸能祭＝3日（木）10：00～　　
　　　③ふるさとの味コーナー＝3日（木）
　　　　※ちょぼ汁・まぜご飯（1食200円で300食）
問三原文化団体連絡協議会☎42-4483

南淡文化協会文化展（福良地区公民館）
日時　11月19日（土）～20日（日）
内容　作品展示＝9：00～17：00
問南淡文化協会事務局☎53-1525

福良芸術文化展（福良地区公民館）
期間　11月５日（土）～６日（日）
内容　①作品展示＝9：00～20：00
　　　　※６日（日）は15：00まで
　　　②お茶席＝６日（日）10：00～15：00　
　　　　※無料
問福良地区公民館☎50-3048

北阿万文化芸能祭（北阿万地区公民館）
日時　11月２日（水）～３日（木・祝日）
内容　①作品展示＝9：00～16：00
　　　②芸能祭＝３日（木）13：30～
問北阿万地区公民館☎55-0055

灘文化祭（灘地区公民館）
日時　11月２日（水）～３日（木・祝日）
内容　①作品展示＝8：30～17：00
　　　②芸能祭＝３日（木）13：00～16：00
問灘地区公民館☎56-0001

文化・芸能祭
秋は芸術や文化に親しむ良い季節です。
ぜひご来場ください。

映画「あったまら銭湯」
島内先行上映会

　淡路島の小さな銭湯で繰り広げられる、不器用な
男の恋物語「あったまら銭湯」の上映会が島内各地
で開催されます。
　主演は、淡路島出身俳優の笹野高史さん。ヒロイ
ンには、島内オーディションで選ばれた南あわじ市
松帆出身の中尾萌那さんが務めています。

■上映会　※上映時間の 30分前開場
　①中央公民館
　　日時　11月５日（土）15：00～上映
　②湊地区公民館
　　日時　11月６日（日）15：00～上映
　③県立淡路文化会館（淡路市多賀 600）
　　日時　11月 19日（土）15：00～上映
　④淡路市北淡センター（淡路市富島 1378）
　　日時　11月 20日（日）15：00～上映

■料金（当日券のみ）
　小学生以上特別価格５００円

問海の映画館をつくろうプロジェクト実行委員会
　事務局☎ 25-2950　

ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　　　　　　                （10月19日現在） 

区分 件数 金額
南あわじ市内 582件 68,998,749円

市外（島内） 116件 19,860,000円

市外（島外） 14,132件 621,958,403円

合計 14,830件 710,817,152円

ご寄附ありがとうございました。

～市のケーブルテレビサービスを民間事業者へ移行～
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◆電話番号◆
南あわじ市役所（代表）
　☎43-5001（総務課）

【議会】
議会事務局☎43-5005

【総務部】
総務課☎43-5001
財政課☎43-5209
管財課☎43-5210
情報課☎43-5206
　ケーブルテレビ☎43-2345

【企画部】
秘書課☎43-5204
ふるさと創生課☎43-5205
商工観光課☎43-5221
 消費生活センター
　　　　　☎43-5099
うずしお世界遺産推進課
　　　　　　　☎43-5207

【危機管理部】
危機管理課☎43-5203

【市民部】
市民課☎43-5212
税務課☎43-5213
環境課☎43-5214

【福祉部】
福祉課☎43-5216
子育て支援課☎43-5219
長寿福祉課☎43-5217
 地域包括支援センター
　　　　　☎43-5237
健康課☎43-5218

【農林水産部】
農林振興課☎43-5223
食の拠点推進課☎43-5224
農地整備課☎43-5225
水産振興課☎43-5243

【建設部】
建設課☎43-5226
都市計画課☎43-5227
下水道課☎43-5228

【会計】
会計課☎43-5229

【教育委員会】
教育総務課☎43-5230
学校教育課☎43-5231
社会教育課☎43-5232
体育青少年課☎43-5234
青少年育成センター
　　　　　　☎43-5238

【各委員会事務局】
選挙管理委員会事務局
　　　　　　☎43-5004
監査委員事務局・固定資産
評価審査委員会事務局
　　　　　　☎43-5235
農業委員会事務局
　　　　　　☎43-5236

【淡路広域水道企業団】
お客様センター☎43-3038

　

納
期
限
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11
月
30
日（
水
）で
す
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人
事
業
税
２
期
分

問
兵
庫
県
淡
路
県
民
局 

洲
本
県
税
事
務
所 

☎
26
・
２
０
３
２

※
納
税
は
便
利
で
安
全
、
確
実
な
口
座
振
替
で
！

　 　

交
通
災
害
共
済
は
年
額
５
０
０

円
で
交
通
事
故
に
よ
る
災
害
に
対
し

て
共
済
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

加
入
資
格　

南
あ
わ
じ
市
に
お
住

ま
い
の
人
、
ま
た
は
、
南
あ
わ
じ

市
に
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
人
。

見
舞
金
対
象
事
故　

道
路
上
で

自
動
車
や
自
転
車
等
に
乗
っ
て
い

る
時
の
衝
突
な
ど
に
よ
る
事
故
、

ま
た
は
歩
行
中
こ
れ
ら
の
乗
り
物

に
は
ね
ら
れ
た
り
し
た
場
合
。

見
舞
金
額　

治
療
実
日
数
３
日

以
上
の
傷
害
に
４
万
円
、
７
日

以
上
の
傷
害
に
５
万
円
、
死
亡

事
故
に
１
０
０
万
円
な
ど
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

申
込
開
始 

11
月
中
旬
以
降
か
ら

共
済
掛
金　

　

年
額
５
０
０
円（
１
人
あ
た
り
）

申
込
方
法　

加
入
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
掛
金
を
添
え
て

危
機
管
理
課（
市
役
所
本
館
３
階
）

ま
た
は
、
沼
島
出
張
所
に
提
出
。

※
申
込
書
は
危
機
管
理
課
に
設
置

※
平
成
28
年
度
に
加
入
し
た
人
は

兵
庫
県
市
町
交
通
共
済
組
合

よ
り
11
月
中
旬
に
申
込
書
が

郵
送
さ
れ
ま
す

※
平
成
28
年
度
に
口
座
振
替
で
加

入
し
た
人
や
口
座
振
替
手
続

き
が
完
了
し
て
い
る
人
は
、
加

入
内
容
に
変
更
が
無
け
れ
ば

手
続
き
は
不
要
で
す

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

平
成
29
年
度 

市
町
交
通
災
害
共
済
加
入
募
集

　 　

平
成
29
年
２
月
５
日
に
投
開
票

を
予
定
し
て
い
る
市
長
選
挙
、
市

議
会
議
員
補
欠
選
挙
（
欠
員
１
）

の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
日
程

が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

※
関
係
者
（
各
陣
営
３
人
以
内
）

の
人
は
お
集
ま
り
く
だ
さ
い

日
時　

12
月
18
日
（
日
）

◆
午
前
10
時
～ 

市
長
選
挙

◆
午
後
２
時
～ 

　
　

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

場
所　
市
役
所
本
館 
３
階

　
　
　

  

３
０
４
会
議
室

問
南
あ
わ
じ
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
43
・
５
０
０
４

市
長
選
挙
、市
議
会
議
員
補
欠
選
挙（
欠
員
１
）

　
◆
保
育
所
・
幼
稚
園
で
勤
務
す

る
臨
時
職
員
の
希
望
者
登
録
を

随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

勤
務
内
容

　

保
育
所
ま
た
は
幼
稚
園
・
こ
ど

も
園
で
の
園
児
へ
の
保
育
（
及

び
指
導
）
業
務

申
込
み
要
件　

❶
普
通
自
動
車
運
転
免
許

❷
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教

諭
免
許

登
録
方
法　

登
録
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
課
へ

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
、
総
務
課
に

用
意
し
て
い
ま
す
。（
市
の
ホ

登
録
臨
時
職
員（
保
育
所
・
幼
稚
園
等
）

を
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
！

ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
）　

◆
保
育
所
・
幼
稚
園
等
の
他
に

も
市
役
所
内
で
勤
務
で
き
る
臨

時
職
員
の
登
録
を
随
時
受
付
し

て
い
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
希
望
す
る
職
種
や

勤
務
時
間
等
を
登
録
し
て
い
た
だ

き
、
市
役
所
内
各
課
か
ら
仕
事
の

依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に
、
条
件
に

合
う
人
を
登
録
者
の
中
か
ら
選
考

し
、
任
用
し
ま
す
。
な
お
、
登
録

さ
れ
て
も
直
ち
に
任
用
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
日
時　

11
月
５
日
（
土
） 

　
　
　

午
後
１
時
～
５
時

 　
（
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所　

次
の
３
会
場
で
同
日
開
催

❶
南
あ
わ
じ
市
中
央
公
民
館

　

 　

１
階
研
修
室

❷
洲
本
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー　

　
　

２
階
視
聴
覚
室

❸
淡
路
市
立
中
央
公
民
館
（
し
づ
の

お
だ
ま
き
館
） 

３
階
大
会
議
室

相
談
方
法　

予
約
不
要
・
無
料

相
談
、
２
人
１
組
で
の
面
談
に

よ
る
相
談

問
兵
庫
県
青
年
司
法
書
士
会

　

☎
０
７
８
・
９
１
５
・
８
５
０
３

司
法
書
士
に
よ
る
巡
回
無
料
法
律
相
談　

　　 　

第
２
回
は
淡
路
県
民
局
と
共
催

し
て
『
古
事
記
』
か
ら
ひ
も
と
い

た
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
お
話
で
す
。

銅
鐸
か
ら
海
人
族
、
そ
し
て
現
在

の
淡
路
島
へ
と
続
く
歴
史
・
文
化

に
想
い
を
は
せ
、
淡
路
島
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
受
講
料
無
料
。
先
着
２
０
０
人
）

日
時　

11
月
16
日
（
水
）　

　

午
後
２
時
～
４
時

　
（
受
付
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

場
所　

県
立
淡
路
文
化
会
館

　

講
堂
（
淡
路
市
多
賀
６
０
０
）　

講
師　

淡
路
地
方
史
研
究
会　

会
長　

武
田
信
一
氏

演
題　

国
生
み
神
話
と
淡
路
の
銅

鐸
～
海
人
の
住
む
島
・
淡
路
～

申
込
締
切　

11
月
14
日
（
月
）

申
込
方
法　

郵
送
ま
た
は
、
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
講
者
の
氏
名
・

住
所
・
年
齢
・
連
絡
先
を
伝
え

て
く
だ
さ
い

問
淡
路
県
民
局　

県
民
交
流
室
未
来

島
推
進
課
〒
６
５
６
・
０
０
２
１
洲

本
市
塩
屋
２
‐
４
‐
５　

　

☎
26
・
２
０
８
５

　

F
　

23
・
１
２
５
０

第
２
回 

松
帆
銅
鐸
市
民
講
座
を
開
催
し
ま
す

　 　

社
員
、
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
、
労
働
者
を
1
人
で
も
雇
い

入
れ
た
事
業
主
は
、労
働
保
険
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
加
入
手

続
き
を
し
て
労
働
保
険
料
を
申
告
・

納
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を

行
っ
て
い
な
い
事
業
主
の
人
は
、

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う

に
、
今
す
ぐ
労
働
基
準
監
督
署
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
加
入
手
続
き
は
兵
庫
労
働
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
参
考
に

問
淡
路
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
22
・
２
５
９
１

問
洲
本
公
共
職
業
安
定
所

　

☎
22
・
０
６
２
０

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
の
強
化
期
間
で
す

　

　 問ふるさと創生課☎43‐5205

空き家バンクに

 市内にある空き家の有効活用を通じて、地域の機

能維持及び移住、定住を応援しています。空き家

の所有者の皆さま、賃貸・売買などの有効利用をご

検討の場合は、ご相談ください。 

登録してみませんか？

　
有料広告
　募集
　　掲載料金
   １か月　　10,000 円（月額）

12 か月継続してご契約された場合は ･･･
 12 か月　100,000 円（年額）                         

市のホームページに、お店の宣伝や
求人情報などを出しませんか？

「南あわじ市ホームページ」
バナー広告を募集中です！

問秘書課☎ 43‐5204

　

市内の道路、河川、公園等公共的な場所

のポイ捨てゴミ等の回収を実施します。

全島一斉清掃に積極的なご参加をお願い

します。

問環境課☎４３‐５２１４

全島一斉清掃の日
１１月１３日（日）

美
菜
恋
来
屋
は
随
時
、出
荷
者
さ
ん
募
集
！

  

美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
さ
ん

（
生
鮮
野
菜
・
加
工
品
）
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

 

淡
路
島
内
外
の
人
に
自
慢
の
出

荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ
じ
市

（
淡
路
島
）
を
共
に
盛
り
上
げ
ま

せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
美
菜
恋
来
屋
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
直
接
お
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

　
（
よ
う
さ
ん
み
ん
な
こ
～
い
）

美菜恋来屋では、あわじ肉牛共進会入賞牛を
購入しました。詳しくは、美菜恋来屋まで！
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耕
作
放
棄
地
に
果
樹
を
植
え
ま
せ
ん
か

　

耕
作
放
棄
地
を
有
効
利
用
す
る

た
め
、次
の
❶
～
❹
の
要
件
を
全

て
満
た
す
農
家
に
果
樹
の
苗
を
無

償
で
配
布
し
ま
す
。

要 

件　

❶
現
在
耕
作
さ
れ
て
お
ら
ず
、
雑
草

等
が
繁
茂
し
荒
廃
し
て
い
る
農

地
を
、
自
己
等
に
よ
り
再
生
し
、

果
樹
の
定
植
を
す
る
。

❷
果
樹
栽
培
で
近
隣
の
農
地
や
農

作
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。 

❸
販
売
目
的
で
果
樹
を
栽
培
し
、
以

降
園
地
を
適
切
に
管
理
す
る
。

❹
他
の
耕
作
放
棄
地
対
策
関
係
事

業
（
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
・

多
面
的
機
能
支
払
等
）
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
こ
と

配
布
苗
の
品
種

　

 

柑
橘
類
、
い
ち
じ
く
等

申 

込　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
植
栽
場
所
の
地
番
・
面
積
、

苗
の
種
類
・
本
数
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。
受
付
後
、
現
地
確
認

を
行
い
可
否
を
決
定
し
ま
す

申
込
締
切　

11
月
21
日
（
月
）

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
２
２
３

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
到
来

入
山
者
、狩
猟
者
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　 　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
「
農

地
の
利
用
状
況
調
査
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
に
お
い
て
遊
休
農
地

と
判
断
さ
れ
た
農
業
振
興
地
域
内

の
農
地
の
所
有
者
等
に
対
し
て
、

「
遊
休
農
地
の
利
用
意
向
調
査
票
」

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
記
入
、
返

送
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

利
用
意
向
調
査
後
に
、
耕
作
が

再
開
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
適
正

に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
ま

た
、
調
査
票
が
無
回
答
の
場
合
に

は
、
農
業
委
員
会
が
農
地
中
間
管

理
機
構
（
公
益
社
団
法
人
兵
庫
み

ど
り
公
社
）
と
貸
し
付
け
に
つ
い

て
協
議
を
行
う
よ
う
勧
告
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

農
地
を
所
有
す
る
皆
様
へ

遊
休
農
地
の
固
定
資
産
税
が
課
税
強
化
さ
れ
ま
す

　

協
議
の
勧
告
を
受
け
る
と
、
翌

年
か
ら
遊
休
農
地
の
固
定
資
産
税

の
評
価
額
が
約
１
・
８
倍
に
課
税

強
化
さ
れ
ま
す
の
で
、
農
地
の
適

正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
意
向
調
査
に
お
い

て
、
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
貸
付

け
の
意
向
を
示
さ
れ
た
場
合
は
、

課
税
強
化
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
所
有
す
る
全
て
の
農
地

を
農
地
中
間
管
理
機
構
に
10
年
以

上
貸
付
け
た
場
合
は
、一
定
期
間
、

固
定
資
産
税
の
評
価
額
が
２
分
の

1
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
43
・
５
２
３
６

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

☎
43
・
５
２
１
３

　
❶
ド
ロ
ー
ン
活
用
セ
ミ
ナ
ー

　

ド
ロ
ー
ン
の
既
存
事
業
へ
の
活

用
や
新
規
事
業
展
開
に
か
か
わ
る

セ
ミ
ナ
ー
と
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
体

験
を
開
催
し
ま
す
。（
定
員
30
人
）

日
時　

11
月
11
日
（
金
）

　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

場
所　

サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路　

問
南
あ
わ
じ
市
商
工
会

　
　

☎
42
・
４
７
２
１

❷
ド
ロ
ー
ン
・
未
来
の
産
業

創
出
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
産
業
創
出
に

つ
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。
安
全
航
空
や
電
場
法
に

関
す
る
基
調
講
演
、
建
設
現
場
へ

の
活
用
に
つ
い
て
の
講
演
、
活
用

事
例
の
発
表
の
ほ
か
、
機
体
の
落

下
事
故
の
再
現
実
験
を
予
定
し
て

い
ま
す
。（
定
員
３
０
０
人
）

日
時　

11
月
24
日
（
木
）

　
　

午
前
10
時
～
受
付
開
始

場
所　

吉
備
国
際
大
学
南
あ
わ

じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス　

大
講
義
室

問
農
地
整
備
課
☎
43
・
５
２
２
５

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業

南
あ
わ
じ
市
ド
ロ
ー
ン
産
業
育
成
事
業

　

11
月
15
日
（
火
）
か
ら
翌

年
３
月
15
日
（
水
）
ま
で
、

狩
猟
が
解
禁
と
な
り
ま
す
。

　

入
山
者
、
狩
猟
者
は
次
の
こ

と
に
注
意
し
、
入
山
の
際
は
十

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
入
山
者
は
、
目
立
つ
服
装
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

白
色
タ
オ
ル
は
鹿
と
間
違
え

ら
れ
や
す
い
の
で
使
用
を
控

え
て
く
だ
さ
い
。

❷
わ
な
は
非
常
に
危
険
で
す
の

で
、
設
置
の
看
板
が
あ
る
と

こ
ろ
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

❸
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は
狩

猟
者
が
集
中
し
ま
す
の
で
、

特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

❹
狩
猟
者
は
、
銃
器
や
猟
犬
の

管
理
の
徹
底
や
、
必
ず
矢
先

の
確
認
を
行
う
等
の
安
全

ル
ー
ル
を
遵
守
し
て
「
絶
対

に
違
反
・
事
故
を
起
こ
さ

な
い
」
を
徹
底
し
狩
猟
事
故

ゼ
ロ
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
２
２
３

　
日
時　

11
月
23
日
（
水
・
祝
）

　

午
前
10
時
～

場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
、
美
菜

恋
来
屋

内
容　

自
然
い
っ
ぱ
い
の
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
丘
で
の
収
穫
体
験
や

パ
ン
作
り
体
験
、
動
物
と
の
ふ

れ
あ
い
、
島
グ
ル
メ
を
堪
能
。

産
直
市
場
「
美
菜
恋
来
屋
」
で

お
買
い
物
。
自
然
に
癒
さ
れ
な

が
ら
交
流
す
る
。

参
加
費　

女
性
２
０
０
０
円

募
集
人
数　

独
身
の
女
性

女
性　

市
内
外
、
淡
路
島
外
在

住
の
人
も
誰
で
も
可

男
性　

定
員
に
達
し
ま
し
た

申
込
締
切　

11
月
８
日
（
火
）

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
43
・
５
２
３
６

出
逢
い
物
語
P
Ａ
R
Ｔ
２

農
業
後
継
者
縁
結
び
事
業
の
参
加
者
募
集

　 　
“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”

南
あ
わ
じ
市
推
進
委
員
会
で
は
、

毎
年
11
月
に
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
を

実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
24
回
目

を
迎
え
ま
す
。

　

市
内
の
小
学
生
（
高
学
年
）、
中

学
生
よ
り
ご
応
募
い
た
だ
い
た
作

文
の
中
か
ら
決
定
し
た
入
賞
作
品

の
発
表
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

日
常
の
家
庭
生
活
・
学
校
生
活

で
体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
づ
く
り

へ
の
思
い
を
発
表
し
ま
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
！

　

ご
来
場
い
た
だ
き
、
そ
の
思
い

を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
12
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　

中
央
公
民
館 

大
ホ
ー
ル

内
容　

❶
入
賞
者
表
彰
、
❷
入

賞
者
に
よ
る
作
文
発
表
、
❸
三

原
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏

問
南
あ
わ
じ
市
推
進
委
員
会
事
務

局
（
市
役
所
総
務
課
内
）

☎
43
・
５
０
０
１

　　 　

一
度
手
続
き
す
れ
ば
、
指
定
し

た
口
座
か
ら
自
動
的
に
水
道
料
金

や
下
水
道
使
用
料
が
引
落
し
さ
れ

る
便
利
な
制
度
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
便
利
で
す
！  

毎
月
金
融
機
関

な
ど
へ
お
出
か
け
い
た
だ
く

手
間
が
な
く
な
り
ま
す
。

◆
確
実
で
す
！  

う
っ
か
り
納
め

忘
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。

◆
安
全
で
す
！ 

納
め
る
た
め
に

現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が
な

く
な
り
ま
す
。

受
付
場
所　
　

　

各
金
融
機
関
ま
た
は
南
あ
わ
じ

水
道
料
金
、下
水
道
使
用
料
の
お
支
払
は

困
っ
た
と
き
は
、さ
わ
や
か
県
民
相
談
室
へ

口
座
振
替
が
便
利
で
す
！

　

☎
０
１
２
０
・
36
・
７
８
３
０（
な
や
み
ゼ
ロ
）

市
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
第
１
別
館
１
階
窓
口
）　

持
参
品　

❶
検
針
お
知
ら
せ
票（
水
道
料
金
・

下
水
道
使
用
料
等
の
お
知
ら

せ
）
ま
た
は
領
収
書

❷
通
帳
と
通
帳
の
お
届
け
印　

問
淡
路
広
域
水
道
企
業
団
南
あ
わ

じ
市
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
第
１
別
館
内
）

　

☎
43
・
３
０
３
８

※
引
落
開
始
に
は
1
か
月
ほ
ど
か

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い

　
演
題　

バ
イ
オ
ウ
ェ
ザ
ー

　
　
　

 　
　

～
身か
ら
だ体
と
気
象
～

講
師　

正
木　

明
氏

　
　

朝
日
放
送
の
「
お
は
よ
う

朝
日
で
す
」
で
お
な
じ
み
の

気
象
予
報
士

南
あ
わ
じ
市
健
康
大
学
講
座 

特
別
講
演

日
時　

11
月
17
日
（
木
）

　

午
後
3
時
～
4
時
30
分

　
（
受
付
午
後
2
時
40
分
～
）

場
所　

湊
地
区
公
民
館
大
ホ
ー
ル

※
参
加
無
料
、
手
話
通
話
あ
り

問
健
康
課
☎
43
・
５
２
１
８

今
年
も
ま
も
な
く

  TEL ／ 0799-45-0171 （代） 　 0799-45-0012     FAX ／ 0799-45-1814

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒656-0122　南あわじ市広田広田1064番地（旧緑庁舎1階）

６０歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか?

・健康のために身体を動かしたい
・いくらかの収入を得たい
・社会参加したい
など、働く意欲のある方をお待ちしています。

○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい

　

県
民
相
談
室
は
、
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
で
通
話
料
無
料
で
す
。

　

県
政
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、
日

常
生
活
上
の
諸
問
題
ま
で
、
様
々

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
な
場
合
は
、
専
門

の
相
談
窓
口
を
紹
介
し
ま
す
。

　

お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
電
話
に
よ
る

無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

　

県
洲
本
総
合
庁
舎
に
設
置
の
テ

レ
ビ
電
話
を
利
用
し
た
弁
護
士
に

よ
る
法
律
相
談
で
す
。

▼
日
時　

祝
祭
日
を
除
く
毎
週
木

　

曜
日
の
午
後
１
時
～
３
時

▼
場
所　

県
洲
本
総
合
庁
舎

▼
予
約
先　

さ
わ
や
か
県
民
相
談
室
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日
時  

11
月
20
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分

　

～
午
後
２
時
30
分

場
所  

広
田
地
区
公
民
館

内
容 

舞
台
発
表
・
お
楽
し
み
抽

選
会
・
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
な
ど

　 催し案内◆
み
ど
り
ふ
れ
あ
い

　

福
祉
の
つ
ど
い

　 　

消
費
者
啓
発
標
語
の
入
賞
者
が

決
定
し
、
９
月
17
日
に
中
央
公
民

館
に
お
い
て
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。
入
賞
者
お
よ
び
作
品
は
次
の

と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞

・「
ち
ょ
っ
と
待
て
！
は
て
な

と
思
え
ば
ま
ず
相
談
」

                      

原　

洋
子

優
秀
賞

・「
先
ず
自
分 

よ
く
見
よ
く
聞
き 

欲
く
出
す
な
」     

中
川
京
子

・「
聞
い
て
み
よ
う 

一
寸
の
勇
気

で 

安
心
生
活
」    

髙
田
末
子

佳
作

・「
も
し
も
し
ピ
ン
ポ
ー
ン 

　
手
を
か
え
品
を
か
え
の

　
甘
い
言
葉
に
気
を
つ
け
よ
う
」

                      

清
水
む
つ
み

・「
う
ま
す
ぎ
る 

話
に
あ
る
ぞ 

落
と
し
穴
」　　

 

山
田
恵
子

・「
だ
ま
さ
れ
た
！
こ
の
胸
の

痛
み
石
を
け
り
」 

齋
藤
矩
子

特
別
賞

・「
一
え
ん
も
十
え
ん
も
だ
い
じ

な
お
か
ね
だ
よ
」  

上
原
ゆ
め

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

　

☎
43
・
５
０
９
９

消
費
者
啓
発
の

標
語
が
決
定
！

　 　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

法
及
び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険

や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料

を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課

税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
平
成

28
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め

ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。

　

過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た

保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け

で
は
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族

（
お
子
様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国

民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る

場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
28
年
中
に
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会

保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き

に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払

っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
28
年
の
1
月

1
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

人
に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

送
ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提

出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま

た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。
（
平
成
28
年
10
月
1
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年

は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
ら
れ
た
人
へ
は
、
翌
年
の
２
月

上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
）

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年

金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の

事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強

い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。

　

保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ

う
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４

　
　
　
　
　
　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

年
金
相
談

日
時 

12
月
２
日
（
金
）

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所　

市
役
所
第
２
別
館

　
　
　

 

２
階
第
５
会
議
室

※
要
予
約
・
先
着
24
人

問
市
民
課
☎
43
・
５
２
１
２

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
地

域
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
今
年
も
「
福
祉

の
お
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
南
あ
わ
じ
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
44
・
３
０
０
７

福
祉
の
お
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
！

　 　

南
あ
わ
じ
市
子
育
て
力
向
上
推

進
協
議
会
で
は
、
市
内
の
就
学
前

の
児
童
親
子
を
対
象
に
、
子
育
て

力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
研
修「
家

庭
で
で
き
る
親
子
で
楽
し
む
基
礎

運
動（
仮
題
）」を
開
催
し
ま
す
。（
親

子
で
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
）

　

当
日
は
家
庭
児
童
相
談
室
・
子

育
て
支
援
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
出

張
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
し
ま
す
。

日
時　

12
月
４
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

　
（
受
付
10
時
～
）

場
所　

吉
備
国
際
大
学
南
あ
わ

じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｃ
棟
３

Ｆ
大
講
義
室
（
駐
車
場
あ
り
）

講
師　

吉
備
国
際
大
学
心
理
学

部
子
ど
も
発
達
教
育
学
科　

講
師　

高
田 

康
史 

先
生

内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
、親
子
体
操
、

対
戦
あ
そ
び
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

ダ
ン
ス
な
ど
を
と
お
し
て
家
庭

で
親
子
が
楽
し
ん
で
運
動
で
き

る
基
礎
動
作
を
学
び
ま
す
。

参
加
要
件　

市
民
ま
た
は
市
内

の
保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
･

こ
ど
も
園
に
在
籍
す
る
小
学

校
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
（
家
族
）
が
対
象
で
す
。

南
あ
わ
じ
市
子
育
て
力
向
上
研
修
の

親
子
参
加
者
を
募
集
し
ま
す（
参
加
は
無
料
）

定
員　

こ
ど
も
１
人
に
大
人
１
人

の
２
人
１
組
で
30
組
（
先
着
順
）

※
弟
妹
で
一
緒
に
参
加
で
き
な
い

場
合
は
預
か
り
保
育
コ
ー
ナ

ー
有
り
（
要
事
前
申
込
）

申
込
方
法　

11
月
18
日
（
金
）

ま
で
に
所
属
の
保
育
所
（
園
）、

幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
、
子
育
て

学
習
・
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
子

育
て
支
援
課
に
申
込
書
を
提
出
。

問
南
あ
わ
じ
市
子
育
て
力
向
上
推

進
協
議
会
事
務
局
（
子
育
て
支

援
課
）
☎
43
・
５
２
１
９

　 　

南
あ
わ
じ
市
子
育
て
力
向
上
推

進
協
議
会
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｅ
テ

レ
「
フ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
ロ
ー
」
の

『
け
っ
さ
く
君
』
役
の
谷
本
賢
一

郎
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
市
内
の

就
学
前
の
児
童
親
子
を
対
象
と
し

た
歌
や
ダ
ン
ス
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
、
ス
テ
ー
ジ
外
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
設
け
る「
出
店
ブ
ー
ス
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

開
催
日
時

　

翌
年
２
月
26
日
（
日
）

出
展
時
間　

午
前
10
時
30
分
～

午
後
1
時
30
分
（
予
定
）

場
所　

文
化
体
育
館　

サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

ゆ
め
る
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

  

出
店
者
を
募
集
！

出
店
ブ
ー
ス
の
内
容　

就
学
前

児
童
の
親
子
向
け
の
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
、
販
売
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
。

※
飲
食
物
を
除
く

出
展
料　

無
料
（
面
積
１
ブ
ー

ス
２
㎡
程
度
）

募
集
数　

10
ブ
ー
ス
程
度

※
協
議
会
で
選
考
の
上
、
採
否
の

結
果
を
通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法　

11
月
30
日
（
水
）

ま
で
に
子
育
て
支
援
課
窓
口

へ
申
込
み
（
応
募
用
紙
は
窓
口

に
設
置
）

問
南
あ
わ
じ
市
子
育
て
力
向
上
推

進
協
議
会
事
務
局
（
子
育
て
支

援
課
）
☎
43
・
５
２
１
９

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　

出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
時
、
虐

待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

を
見
つ
け
た
時
な
ど
は
、
全
国
共
通

ダ
イ
ヤ
ル
や
市
役
所
の
相
談
窓
口
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル
の
番
号
が
３
桁
化
（
１
８
９
）

し
て
い
ま
す

標
語

　

さ
し
の
べ
て

　
　
あ
な
た
の
そ
の
手

　
　
　
　    

い
ち
は
や
く

  

◆
子
ど
も
を
虐
待
か
ら

　

守
る
た
め
の
５
か
条

❶
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷

わ
ず
連
絡
（
通
告
）

❷
「
し
つ
け
の
つ
も
り
」
は
言
い
訳

❸
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

❹
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

❺
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起

こ
り
う
る

問
兵
庫
県
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

（
児
童
相
談
所
）

　

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９

問
子
育
て
支
援
課

　

☎
43
・
５
２
３
９

　
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

に
つ
い
て
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

電
話
相
談
の
日
時

◆
11
月
14
日
（
月
）
～
18
日
（
金
）

　
　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

　
　
※
時
間
延
長

◆
11
月
19
日
（
土
）、
20
日
（
日
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
5
時
　
　

　
　
※
閉
庁
日
に
対
応

相
談
の
電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

相
談
の
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

相
談
方
法

　

電
話
相
談
の
み
。
無
料
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
神
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
７
８
・
３
９
２
・
１
８
２
１

　
　
（
内
線
３
４
５
）

　 　

淡
路
島
に
は
昆
虫
や
魚
な
ど
の

生
き
も
の
、
四
季
の
植
物
な
ど
、
身

近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
自
然
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
実

物
標
本
や
資
料
を
使
っ
て
、
淡
路
の

自
然
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

日
程　

11
月
22
日
（
火
）
ま
で

場
所　

市
立
図
書
館　

展
示
室

※
11
月
５
日
（
土
）
に
は
、
移
動
博

物
館
車
「
ゆ
め
は
く
」
が
や
っ
て

来
ま
す

問
市
立
図
書
館
☎
53
・
０
２
３
４

「
淡
路
の
み
ぢ
か
な
自
然
」

兵
庫
県
立 

人
と
自
然
の
博
物
館
に
よ
る
展
示

～
谷
本
賢
一
郎
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
～  

日
時  

11
月
12
日
（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

場
所  

賀
集
地
区
公
民
館

内
容 

舞
台
発
表
・
振
る
舞
い
・

販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど

◆
な
ん
だ
ん

　

福
祉
ま
つ
り

全
国
一
斉
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大
会
結
果

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

◆
Ｍ
Ｐ
Ａ
オ
ー
タ
ム
カ
ッ
プ

ペ
タ
ン
ク
～
協
会
発
足“
10
年
”記
念

大
会
～
（
９
月
25
日
、市
役
所
前
河
川
敷

グ
ラ
ウ
ン
ド
）

◆
第
12
回
南
あ
わ
じ
市

シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

（
９
月
25
日
、
西
淡
社
教
セ
ン
タ
ー
）

　

社
家　

薫（
市
）

広
本　

真
一（
市
）

細
見　

敏
雄（
潮
美
台
）

高
見　

善
弘（
志
知
）

①②

【
男
子
A
ク
ラ
ス
】 

①
吉
田　

弘
徳

②
新
宮　

栄
造

③
石
川　

誠
吾

【
男
子
B
ク
ラ
ス
】 

①
濱
田　

悟
志

②
後
藤　

充
弘

③
細
畠　

大
暉

【
女
子
Ａ
ク
ラ
ス
】 

①
三
浦　

史
江

②
戎　
　

美
香

③
前
原　

幸
代

【
女
子
B
ク
ラ
ス
】 

①
長
瀬　

美
香

②
三
浦　

帆
果

③
川
添　

美
穂

◆
第
34
回
南
あ
わ
じ
市

少
年
野
球
大
会
（
９
月
４
日
、

19
日
、
三
原
健
康
広
場
、
賀
集
グ
ラ

ン
ド
）　

①
神
代
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

②
広
田
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

競技名 ４年 ５年 ６年

60m走
男子 居神　軍次（福良） 上田　理玖（広田） 曽根　大雅（湊）

女子 山中　芽依（倭文） 前川　愛結（榎列） 甲斐　聖奈（八木）

100m走
男子 裏川　慧樹（広田） 江後　桜輝（広田） 髙田　晃生（松帆）

女子 池田　夢叶（八木） 河田　純花（神代） 由良　咲幸（阿万）

走り
幅跳び

男子 野口　政登（市） 水石　秋人（広田） 砂川　向希（市）

女子 新田　　和（北阿万） 登日　ひな乃（市） 福榮　美紅（福良）

ソフトボール
投げ

男子 原田　琉碧（北阿万） 村本　勇海（神代） 島田　和明（神代）

女子 藤井　佳菜（榎列） 谷池　芽惟美（辰美） 冨岡　愛咲花（倭文）

200m走
男子 － 入谷　恭輔（神代） 森田　　光（福良）

女子 － 伊達　明日海（広田） 栂井　あい（福良）

1500m走 男子 － 船越　大輝（松帆） 栗原　　功（福良）

800m走 女子 － 川崎　妃弥佳（市） 阿部　絢羽（賀集）

走り
高跳び

男子 － 山下　真武（神代） 山下　真準（阿万）

女子 － 堺　　未来（賀集） 山岡　さくら（松帆）

4×100m
リレー

男子  市Ａチーム  広田Ａチーム  福良Ａチーム

女子  市Ａチーム  広田Ａチーム  福良Ａチーム

◆第12回 南あわじ市小学生陸上競技大会（１位のみ）10月７日・三原健康広場

小学生の書道・ポスター及び中学・高校生の作文の入賞作品を展示しています。ぜひ、ご来場ください。
税に関する作品展

展示場所 展示期間

パルティ　セントラルコート

11 月 11 日（金）～ 17 日（木）イオン洲本店　２階フードコート

アルクリオ　アルコート（テレビ前）

税 を 考 え る 週 間 11月11日（金）～17日（木）

国税庁ホームページ
税に関する情報が満載 国税庁

洲本税務署・淡路租税教育推進協議会・淡路納税協会・淡路納税貯蓄組合

問洲本税務署☎ 24‐1212

　　　　　　　　　１１月番組の見どころ 　※放送内容は変更する場合があります。ご了承ください。

 さんさんニュース ( 週５回更新）※月曜～金曜日

　　午前７時 30 分～、午後０時 30 分～、
　  午後７時 30 分～、深夜０時 30 分～

　撮っておき☆  ※毎週月曜日 午後８時～更新 　
　　　午前８時～、午後１時～、午後８時～　

◆11月 ２日(水)～ 淡路島の新たな特産 

　　　　　　　　サクラマス ご当地メニュー試食会

◆11月 ３日(木)～ ちりめんまつり

◆11月 ８日(火)～ 南あわじ食と文化の市民まつり

◆11月18日(金)～ 南あわじ市なかよし音楽会

◆10月31日(月)～ 11月 ７日(月) 
　消費者力アップリレーセミナー
　「高齢者の消費者被害防止にむけて」
◆11月 ７日(月)～14日(月) 
　平成28年度 南あわじ市健康大学講座（第6回）
　「皮膚の病気について」　
◆11月14日(月)～21日(月)
　アジア国際子ども映画祭 関西・四国ブロック大会 
　受賞作品（７作品）

あなたのまちのケーブルテレビ
さんさんネット 問さんさんネット ☎43-2345

村
上　

順
子（
潮
美
台
）

小
林　

久
美
子（
潮
美
台
）

小
林　

有
見
子（
市
）

喜
田　

篤
實（
市
）

喜
田　

仁
美（
市
）

③◆
第
12
回
徳
島
県
空
手
道
練

成
大
会
（
９
月
11
日
、
徳
島
県
美

馬
市
う
だ
つ
ア
リ
ー
ナ
）

【
小
３
・
４
年
女
子
初
級
型
の
部
】

③
前
田
桃
花（
北
阿
万
）

◆
平
成
28
年
度
M
０
Ａ
美

術
館
淡
路
島
児
童
作
品
展

◆
作
品
展
（
受
賞
分
の
み
）

　

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ホ
ー
ル
（
淡
路
市
）

　

11
月
５
日
（
土
）
～
６
日
（
日
）

◆
作
品
展
（
応
募
作
品
全
て
）

　

三
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ 

パ
ル
テ
ィ

　

11
月
19
日
（
土
）
～
27
日
（
日
）

　
　◆

防
火
ポ
ス
タ
ー
審
査
会

結
果　
　

※
特
別
賞
の
み
掲
載

最
優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

　

鹿
田　

智
子
（
柳
学
園
２
年
）

消
防
長
賞

　

阿
部　

千
代（
南
淡
中
３
年
）

【
絵
画
特
別
賞
】※
特
別
賞
の
み
掲
載 

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
奨
励
賞

　

中
野　

喬
佳（
北
阿
万
小
６
年
）

淡
路
市
長
賞

　

前
平　

 

華 

（
西
淡
志
知
小
５
年
）

神
戸
新
聞
社
賞

　
赤
松　

佑
香（
八
木
小
５
年
）

パ
ル
テ
ィ
賞

　

西
山　

青
磨（
賀
集
小
２
年
）

実
行
委
員
長
賞

　

橋
本　

龍
征（
倭
文
小
３
年
）

【
書
写
特
別
賞
】※
特
別
賞
の
み
掲
載 

淡
路
市
長
賞

　

堀
部　

那
奈
実（
八
木
小
５
年
）

食のブランド「淡路島」

11 月 19 日（土）
10：00 ～ 16：00
　　　　　　　　※荒天中止

※イングランドの丘入園無料

オータムメッセ２０１６

美菜恋来屋

淡路島のとっておきを『見つける、味
わう、手に入れる」をテーマに、島内の

生産者、加工業者、商工、観光などが連

携し、淡路島の「おいしいもの」を一堂

に集めた「食」のイベントを開催します。

③

★
大
会
結
果
は
、秘
書
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

☎
43
・
５
２
０
４ 

F 

43
・
５
３
０
４

　

※
市
大
会
規
模
以
上

　

※
大
会
結
果
は
大
会
主
催
者
側
か
ら
の

　
　

情
報
提
供
に
基
づ
き
、作
成
し
て
お
り
ま
す

▲市小学生陸上競技大会の様子

◆さんさんネットでは取材依頼を募集中です！ 地域のイベントや
　学校行事など、お気軽にお問い合せください！



募
　
集

ご
案
内

公
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

◆
市
営
住
宅

（
政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象
）

※
裁
量
階
層（
新
婚
世
帯
、義
務
教
育

終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
等

は
21
万
４
千
円
以
下
）

▽
さ
く
ら
台
団
地（
賀
集
）

　

2
戸
、ぼ
た
ん
棟
２
０
２
号
・
お

お
や
ま
棟
１
０
３
号
、３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
、単
身
不
可
、平
成
11
年
度

建
築
。家
賃
月
額
２
万
６
３
０
０

円
～
５
万
３
３
０
０
円（
共
益
費

別
途
）、駐
車
料
金
1
台
月
額

２
５
０
０
円

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
申
込
期
間　

11
月
1
日（
火
）～

15
日（
火
）ま
で
の
平
日

◇
公
開
抽
選
日　

11
月
25
日（
金
）

　

午
前
10
時
。市
役
所
本
館
１
階

▽
申
込　

都
市
計
画
課

問
都
市
計
画
課
☎
43
・
５
２
２
７

慶
野
松
原
荘
臨
時
職
員
の
募
集

▽
内
容　

❶
フ
ロ
ン
ト
職
員（
臨

時
）、❷
応
接
員（
パ
ー
ト
）、❸

調
理
補
助
金（
パ
ー
ト
）

▽
時
給　

❶
❷
❸
１
０
０
０
円

※
2
年
目
以
降
時
給
ア
ッ
プ

※
交
通
費
支
給
・
社
会
保
険
加
入

問
国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘

　

☎
36
・
３
３
９
１

お
雛
さ
ま
を
募
集

　

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
！
地
域
を

元
気
に
！
を
テ
ー
マ
に
い
ぶ
し
瓦

と
お
雛
さ
ま
を
組
み
合
わ
せ
た「
瓦

と
お
ひ
な
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

翌
年
２
月
４
日（
土
）～

４
月
９
日（
日
）

▽
場
所　

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー（
津
井
）

◆
募
集

▽
内
容　

家
で
不
要
に
な
っ
た
お

雛
さ
ま
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い

▽
募
集
期
間　

12
月
末
ま
で

※
供
養
費
と
し
て
３
０
０
０
円
必
要

問
瓦
と
ひ
な
の
会
（
前
谷
）

　

☎
０
９
０
・
５
１
３
３
・
９
８
０
０

市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
マ
ス
キ
ン

グ
テ
ー
プ
を
作
ろ
う

　

市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
マ
ス
キ
ン

グ
テ
ー
プ
を
作
成
す
る
た
め
、
市

の
特
産
品
や
文
化
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
く

れ
る
市
内
在
住
の
幼
児
か
ら
小
学

生
ま
で
の
子
ど
も
を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
３
日（
木
・
祝
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

美
菜
恋
来
屋

▽
定
員　

10
人

▽
参
加
費　

無
料

※
参
加
者
に
は
後
日
完
成
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

問
秘
書
課
☎
43
・
５
２
０
４

平
成
29
年
度

「
伝
統
文
化
親
子
教
室
」事
業

　

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
を
対
象

に
、
日
本
の
伝
統
文
化
・
生
活
文

化
に
関
す
る
活
動
を
計
画
的
・
継

続
的
に
実
施
す
る
事
業
が
対
象
と

な
り
ま
す
。（
詳
細
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で「
伝
統
文
化
親
子
教
室
」

で
検
索
し
、
文
化
庁
Ｈ
Ｐ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
）

▽
提
出
期
限　

11
月
18
日
（
金
）

▽
提
出
先　

社
会
教
育
課

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

第
４
回
淡
路
島
く
に
う
み
講
座

「
淡
路
島
っ
て
ど
ん
な
島
」

▽
講
師　

道ど
う
じ
ょ
う上 

洋よ
う
ぞ
う三

氏（
朝
日

放
送
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
）　

▽
内
容　

講
師
の
豊
富
な
知
識

と
経
験
の
中
か
ら
淡
路
島
の
魅

瓦
ば
ん

情
報
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午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

▽
場
所　

多
機
能
型
事
業
所
ク
ラ

シ
カ
ラ（
森
の
木
フ
ァ
ー
ム
）

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

研
究
ふ
れ
あ
い
Ｄ
Ａ
Ｙ

▽
内
容　

子
牛
の
体
重
当
て
ク
イ

ズ
や
農
業
・
畜
産
研
究
紹
介
な
ど

▽
日
時　

11
月
３
日（
木
・
祝
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘

問
淡
路
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　

☎
42
・
４
８
８
０

淡
路
障
害
者
自
立
支
援
の
集
い

▽
日
時　

11
月
12
日
（
土
）

　

正
午
～
午
後
３
時

▽
場
所　

洲
本
市
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー 

体
育
室
他

▽
テ
ー
マ　
「
語
ろ
う
！
僕
ら
の

『
暮
ら
し
』 

私
達
の
『
夢
』
～

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
街
で
自
分

ら
し
く
暮
ら
し
続
け
て
い
く
た

め
に
～
」

▽
内
容　

障
害
の
あ
る
人
の
発
表
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
等

▽
入
場
料　

無
料

問
淡
路
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会

（
南
あ
わ
じ
市
福
祉
課
）

　

☎
43
・
５
２
１
６

生
活
困
窮
者
の
相
談
事
業

▽
対
象
者　

市
内
在
住
で
経
済
的

な
問
題
な
ど
で
生
活
に
お
困

り
の
人
（
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
は
除
く
。） 

▽
事
業
内
容

❶
自
立
相
談
支
援
事
業

　

専
門
の
相
談
員
が
相
談
を
受
け

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か

を
相
談
者
と
一
緒
に
考
え
、
具
体

的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
寄

り
添
い
な
が
ら
自
立
に
向
け
た
支

援
を
行
い
ま
す
。

❷
住
居
確
保
給
付
金

　

65
歳
未
満
で
、
離
職
（
2
年
以

内
）
な
ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た

人
、
ま
た
は
失
う
恐
れ
の
高
い
人

に
就
職
に
向
け
た
活
動
等
を
条
件

と
し
て
一
定
期
間
、
家
賃
相
当
額

を
支
給
し
ま
す
。

問
南
あ
わ
じ
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
44
・
３
０
０
７

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容　

職
業
相
談
及
び
職
業
紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
及
び
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ
る

支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時　

11
月
８
日（
火
）、22
日

（
火
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
５
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

力
、地
域
資
源
を
い
か
し
た
こ

れ
か
ら
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

※
事
前
申
込
必
要

▽
日
時　

11
月
26
日（
土
）

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
）

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
定
員　

３
０
０
人（
無
料
）

▽
申
込
締
切　

11
月
25
日（
金
）

問
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　

☎
24
・
２
０
０
１

ふ
る
さ
と
Ｊ
Ｏ
Ｂ
フ
ェ
ア
in
淡
路
島

▽
日
時　

11
月
17
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時　

※
予
約
不
要
、
午
後
３
時
受
付
終
了

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
対
象　

島
内
で
就
職
を
希
望
す

る
概
ね
44
歳
ま
で
の
若
年
求
職
者

及
び
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

▽
参
加
企
業　

20
社
程
度

※
履
歴
書
と
筆
記
用
具
を
持
参

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本

　

☎
22
・
０
６
２
０

ク
ラ
シ
カ
ラ
文
化
祭

▽
内
容　

手
作
り
雑
貨
・
椎
茸
販

売
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。軽

食
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
25
日（
金
）

洲
本
公
証
役
場

日
曜
無
料
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

公
正
証
書
遺
言
に
関
す

る
相
談
や
任
意
後
見
契
約
な

ど
の
大
切
な
契
約
の
相
談

▽
日
時　

12
月
４
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

洲
本
公
証
役
場
（
洲
本

市
本
町
２
‐
３
‐
13
富
本
ビ
ル
３
階
）

問
洲
本
公
証
人
役
場

　

☎
24
・
３
４
５
４

お
子
さ
ま
の
教
育
金
を

国
の
教
育
ロ
ー
ン
が
サ
ポ
ー
ト

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
国
内
外

の
高
校
・
短
大
・
大
学
・
各
種
学

校
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ

ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

▽
融
資
額　

子
ど
も
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内

広報 

　 11月の
　 無料相談

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

産さ
ん

地ち

消
し
ょ
う

」
の
直
売
所

◆
美
菜
恋
来
屋
ほ
ん
ま
も
ん
市
場

▽
日
時　

定
休
日
毎
週
火
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
隣

問
事
務
局
☎
43
・
３
７
５
１

◆
魚
彩
館

▽
日
時　

定
休
日
毎
週
火
・
水
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

▽
場
所　

丸
山
漁
港
内

問
魚
彩
館
☎
39
・
０
２
３
７

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
7
時
～
10
時

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

問
事
務
局
☎
46
・
０
１
０
９

◆
幡
多
の
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
～
11
時

▽
場
所　

中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
隣

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
と
れ
た
て
わ
ー
る
ど

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
8
時

▽
場
所　

シ
ー
パ
内　

問
事
務
局
☎
36
・
０
１
６
４

◆
福
良
マ
ル
シ
ェ

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

う
ず
し
お
広
場
内　

問
事
務
局
☎
52
・
１
２
４
４

▽
金
利　

年
１
・
９
％

※
母
子
家
庭
の
人
な
ど
は
、

　

年
１
・
５
％
（
５
月
10
日
現
在
）

▽
返
済
期
間　

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
人
は
18
年
以
内

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６
（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は
03
・

５
３
２
１
・
８
６
５
６

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

　

あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
事
な
人

の
た
め
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

▽
検
査
場
所　

洲
本
健
康
福
祉
事

務
所
健
康
管
理
課

▽
検
査
日
時　

毎
月
第
２
・
第
４

火
曜
と
臨
時
検
査
12
月
１
日

（
木
）
の
午
前
９
時
30
分
～
11

時
45
分
。
要
予
約
。

▽
検
査
代
等　

無
料
・
匿
名
検
査

問
健
康
管
理
課
☎
26
・
２
０
６
２

市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　弁護士による相談
◆日時　８日（火）・17日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民課☎43-5212（予約必要）

行政相談
◆内容　行政相談委員による相談
◆日時　10日（木）13:30～15:00
◆場所　湊地区公民館
問市民課☎43-5212（予約必要）

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　市役所第１別館１階
問市消費生活センター☎43-5099 

司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・法律相談・成年後見に関
　　　　する相談
◆日時　16日（水）18:00～21:00
◆場所　洲本文化体育館
◆申込　ひろせ法務事務所
　　　　司法書士 廣瀬政行まで
　　　　☎33-0217（予約必要） 

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　14日(月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　土井惠一朗行政書士事務所
　　　    ☎53-1771（予約必要）

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　16日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　社家一級建築士事務所
　　　　☎0799-42-1018（予約必要）

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
◆日時　14日（月）13:00～15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　 ☎22-4152（予約必要）

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆申込　子育て支援課☎43-5219

家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけ、不登
　　　　校、いじめ等に関する相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆申込　子育て支援課☎43-5239（直通）

農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　25日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）
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●新しい地図の見つけ方
 宇野常寛・吉田尚記／著（ＫＡＤＯＫＡＷＡ）

 若い人たち、中高生から２０
代の社会人くらいまでに向
けたちょっとした人生案内の
ような本です。気悦の論客が
語り合う、新しい世界へ一歩
を踏み出すためのガイドラ
イン。ちょっとした好奇心と冒
険心を用いて、この新しい世
界を楽しんでもらいたい。そ
んな願いを込めて話し合う。

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館

広報 

■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
中央公民館☎43-5038
■市民交流センター
広田市民交流センター☎44-3008
倭文市民交流センター☎46-0001
松帆市民交流センター☎36-2137
湊市民交流センター☎37-3028
津井市民交流センター☎38-0680
丸山市民交流センター☎39-0210
阿那賀市民交流センター
　☎39-0011
伊加利市民交流センター
　☎39-0567
西淡志知市民交流センター
　☎36-5526
榎列・倭文市民交流センター
　☎42-2393
八木市民交流センター☎42-5956
市市民交流センター☎42-5957
神代市民交流センター☎42-5958
三原志知市民交流センター
　☎42-6343
福良市民交流センター☎50-3048
賀集市民交流センター☎54-0331
北阿万市民交流センター
　☎55-0055
潮美台市民交流センター
　☎52-0430
阿万市民交流センター☎55-0046
灘市民交流センター☎56-0001
沼島市民交流センター☎57-0001

●落語少年サダキチ
　田中啓文／作（福音館書店）

 舞 台 は 大 阪 、 時
は・・・。押しに弱い小学
５年生の少年・忠志が、
ひょんなことから出会った
落語を武器に、時空を越え
ての大活躍！落語を聞い
て、心の空白を埋めましょ
う。テレビ、インターネッ
ト、ゲームがあふれる現代
だからこそ、ナマの芸能に
触れるのが大切です。

●若冲の花
 辻惟雄／編（朝日新聞出版）

　伊藤若冲が８３歳頃に描
き上げた１６７枚の彩色花
卉図は、京都・信行寺の天
井を飾っている。２００年間
非公開だった最後の大作を
オールカラー、解説・同定付
きで紹介。信行寺住職イン
タビュー、若冲の生涯なども
掲載。　

●ぼくはちっともねむくない
 クリス・ホートン／作 （ＢＬ出版）

　おひさまが西の空にしず
んで、森のみんなの目がと
ろ～ん。くまのこは、「ぼくは
ちっともねむくない」と、出
かけていきました・・・。ねず
みくんたちや、うさぎさんた
ちを遊びにさそいますが、だ
んだんねむくなって、とうと
う、ふああ・・・。しずかで美し
い、おやすみなさいの絵本。

▽
申
込
方
法　

チ
ラ
シ
の
裏
面
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
郵
送
に
て
、
淡
路
文

化
会
館
に
直
接
申
し
込
む
（
チ

ラ
シ
は
淡
路
文
化
会
館
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
）

問
淡
路
文
化
会
館

　

☎
０
７
９
９
・
85
・
１
３
９
１

淡
路
人
形
座（
11
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容　
「
戎
舞
」「
人
形
解
説
」

「
伊
達
娘
恋
緋
鹿
子　

火
の
見

櫓
の
段
」。
た
だ
し
、
火
の
見
櫓

の
段
の
公
演
が
無
い
日
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
上
演
内
容
は
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
休
館
日　

23
日
以
外
の
水
曜

日
、18
日
（
金
）
午
後
３
時
～
、

24
日
（
木
）

◆
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー

　

ふ
だ
ん
見
る
事
が
出
来
な
い
舞

台
を
座
員
が
案
内
し
ま
す
。

▽
対
象　

当
日
11
時
10
分
の
芝
居
を

鑑
賞
し
た
人
。
先
着
20
人
ま
で
。

▽
開
催
日　

５
・
12
・
19
・

26
日
の
土
曜
日
、
６
・
13
・

20
・
27
日
の
日
曜
日

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
『
御
所
桜
堀
川
夜
討
』

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト
　

料
理
講
座（
要
予
約
）

▽
開
催
日　

11
月
16
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
内
容　

代
謝
を
高
め
る
秋
の
あ

っ
た
か
献
立 

▽
材
料
費　

６
０
０
円
程
度

▽
申
込
締
切　

11
月
11
日
（
金
）

▽
定
員　

20
人

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

第
12
回
み
ど
り
ふ
れ
あ
い
寄
席

▽
日
時　

12
月
３
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▽
場
所　

広
田
地
区
公
民
館

▽
内
容　

❶
前
座
（
子
ど
も
だ
ん

じ
り
太
鼓
他
）
❷
落
語
（
桂
九

雀
、月
亭
方
気
、露
の
眞
の
３
人
）

▽
入
場
料　

無
料

問
広
田
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務

局
（
広
田
地
区
公
民
館
内
）

　

☎
44
・
３
０
０
８

劇
団
カ
ッ
パ
座 

淡
路
島
公
演

「
雨
の
贈
り
も
の
」

　

お
子
さ
ん
の
心
に
愛
と
勇
気
を

育
て
る
劇
団
カ
ッ
パ
座
。
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
27
日
（
日
）
❶
午

前
10
時
30
分
～
❷
午
後
１
時
30

分
～
２
回
公
演

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
前
売
券　

お
と
な
１
６
０
０
円
、

こ
ど
も
１
１
０
０
円
（
３
歳
以

上
小
学
生
以
下
）

※
当
日
券
は
５
０
０
円
プ
ラ
ス

問
淡
路
カ
ッ
パ
友
の
会

　

☎
25
・
８
３
８
７

ト
ラ
ン
ポ・ロ
ビ
ッ
ク
ス
体
験

▽
内
容　

大
人
の
方
を
対
象
に
ミ

ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
使
っ
た

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
運
動
）

▽
日
時　

11
月
22
日
、
12
月
20

日
、
翌
年
１
月
24
日
、
２
月

28
日
、
３
月
28
日
の
火
曜

日
、
午
後
８
時
～
９
時

▽
場
所　

三
原
健
康
広
場

▽
参
加
費　

３
０
０
円

▽
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
屋
内
シ
ュ

ー
ズ
、
水
分
補
給
用
の
飲
み
物

※
申
込
不
要

問
同
事
務
局
（
健
康
広
場
内
）

　

☎
42
・
５
６
３
０

市
消
費
者
協
会
公
開
講
座

▽
内
容　

南
あ
わ
じ
市
出
身
の
美

容
研
究
家
が
心
が
け
る
日
常
生

活
の
中
で
楽
し
く
実
践
で
き
る

エ
コ
に
関
す
る
公
開
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
６
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
場
所　

市
立
図
書
館

▽
講
師　

岡
江
美
希
氏
（
ニ
ュ
ー

ハ
ー
フ
・
美
容
研
究
家
）

▽
入
場
料　

無
料

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ

て
お
越
し
く
だ
さ
い

問
市
消
費
者
協
会
（
商
工
観
光
課

内
）
☎
43
・
５
２
２
１

淡
路
島
民
俗
芸
能

　
　
　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▽
内
容　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
を
は

じ
め
と
す
る
伝
統
芸
能
や
地
域

に
根
ざ
し
た
民
俗
芸
能
団
体
、

13
団
体
が
出
演
し
ま
す
。

▽
入
場
料　

無
料

▽
日
時　

11
月
20
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分
（
開
場

　　　

　

三
段
目
弁
慶
上
使
の
段

◆
第
33
回
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
後
継

者
団
体
発
表
会　

写
真
展

▽
期
間　

12
月
11
日（
日
）ま
で

◆
淡
路
雅
交
会
１
０
０
周
年
記
念

　

土
文
芸
淡
路
雑
俳
史
奉
額
展

▽
期
間　

11
月
23
日（
水
）ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

第
１
５
１
回
神
代
天
体
観
測
会

「
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
大
星
雲
を
見
よ
う
」

❶
神
代
小
学
校

▽
日
時　

11
月
27
日（
日
）

　

午
後
７
時
～

※
天
候
不
良
時
は
神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

❷
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台
（
要
予
約
）

▽
日
時　

11
月
28
日（
月
）

　

午
後
７
時
～

▽
場
所　

神
代
地
頭
方
１
６
７
６

問
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
沼
田
）

　

☎
０
９
０
・
９
６
１
２
・
１
７
４
９

❶
❷
共
通　

保
護
者
同
伴

阿
波
お
ど
り
体
操

◆
第
17
回
・
第
18
回
講
座

▽
日
時　

11
月
10
日（
木
）、24
日（
木
）

　

午
後
1
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

※
今
月
の
講
習
会
は
あ
り
ま
せ
ん

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

134シリー
ズ

市
指
　
大だ

い

に

ち日
如に

ょ

ら

い来
坐ざ

像ぞ

う

　八
や ぎ

木馬
うままわり

廻の成
なり

相
あい

寺
じ

にあるこの仏像は、大

日堂の本尊で胸の前で智
ち

拳
けん

印
いん

を結ぶ金
こんごうかい

剛界

大
だいにち

日如
にょ

来
らい

です。体部は、ヒノキ材を１本から

刻み、前後に切り離して内ぐりをして剥
は

ぎ合わ

せる割
わり

剥
はぎ

造
づくり

で、この像は、前後を三材に割っ

ているようです。目は、より本物らしくみせる

ために水晶の板をはめ込む技法の玉
ぎょくがん

眼です。

表情や体つきは端正で

一見、鎌倉時代の作風

を感じさせられますが、

南北朝から室町時代に

造られたと考えられてい

ます。この像は、平成

12 年に指定されました。

11月初回トレーニング講習会

日 曜日 第１講習 第２講習

４ 金 14:00～ 19:00～

27 日 10:00～ 15:00～

●対　象　16歳以上の人※定員６人
●受講料　500円（市内）
　　　　　※２回目以降200円（市内） 
●講習時間　１時間30分

文化体育館

は
午
後
０
時
30
分
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館

問
淡
路
文
化
会
館

　

☎
０
７
９
９
・
85
・
１
３
９
１

滝
川
記
念
美
術
館
　
玉
青
館

◆
開
館
25
周
年
記
念
展

　

直
原
玉
青　

禅
の
牧
牛
う
し
か
ひ
草

▽
期
間　

11
月
30
日
（
水
）
ま
で

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
文
化
会
館「
い
ざ
な
ぎ
学
園
」

地
域
公
開
講
座

▽
演
題　

神
話
の
絵
画
に
つ
い
て

▽
講
師

　

日
展
評
議
員　

小こ
な
だ灘
一い
っ
き紀
氏

▽
日
時　

12
月
17
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所

　

淡
路
文
化
会
館（
淡
路
市
多
賀
）

▽
参
加
料　

無
料

▽
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

※トレーニングルーム臨時休業＝11月26日（土）

▲仏像の高さは約74cm

ヨガ教室受講者募集

問文化体育館☎50-5077

●対　象　16歳以上の人
●定　員　６０人（予約必要）
●受講料　4,000円(全８回）

回数 　　月日 曜日 開始時間
第１回 12月   ９日 金 19:30 ～

第２回 １月 13日 金 19:30 ～

第３回 １月 20日 金 19:30 ～

第４回 １月 27日 金 19:30 ～

第５回 ２月 10日 金 19:30 ～

第６回 ２月 17日 金 19:30 ～
第７回 ３月 10日 金 19:30 ～
第８回 ３月 17日 金 19:30 ～

　ヨガでは、身体を動かしながらっ
急を深め、ボディーメイク効果を高
めるプログラムです。

問市立図書館☎53-0234 
☆開館時間／9：30～19：00
 ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
 （広田・湊地区公民館図書室は土曜日も17時まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）
 ●11月の図書館カレンダー

※○はおやすみです

日 月 火 水 木 金 土
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　2　　3　　　4　　　5　　

　６　　７　　　　　　　8　　9　　10　　11     12      

13　　14    15　　16      17　　18       19     

20　　21    22　　23      24　 25     26      

27　　28　29　30　　
月末整理

26、27日は旧南淡庁舎サーバー移転に
伴い、市立図書館のみ臨時休館です。



いきいき健康生活
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 休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00～11：30
13：00～16：30 19：00～22：30

 3日（木） 柴 田 亮 平 医師 橋 田 友 孝 医師

 6日（日） 友清龍一郎 医師 福 田 郁 夫 医師

13日（日） 高 田 育 明 医師 福 原 正 博 医師

20日（日） 浦 瀬　 巌 医師 前 田 昌 己 医師

23日（水） 鈴 木 俊 示 医師 宮 崎 美 枝 医師

27日（日） 齋 藤 雅 文 医師 畑 田 卓 也 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院
平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00

◆小児夜間救急電話センター
　毎日午後10時～午前６時までの間、医師が輪
番で小児夜間救急診療を行っています。電話セン
ターへ電話していただくと看護師が症状を聞き、必
要な時は当日の担当医療機関を紹介します。

問小児夜間救急電話センター☎44-3799

◆休日小児救急診療
　日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内
の洲本市応急診療所において、小児科医の輪番
による小児救急診療所を開設し、救急患者に対
応しています。

受付時間　9:00～11:30、13:00～16:30
問洲本応急診療所☎24-6340

小児救急医療

22
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認知症を支える家族の会　スマイル

　認知症の介護の悩みを一人で抱え込んでいま
せんか？日ごろの思いを話し合える場です。
日時　11月９日（水）14:00～15:00
場所　中央公民館２階　視聴覚室
問地域包括支援センター☎43-5237

いきいき百歳体操サポーター養成研修

認知症カフェ　※申込不要

　認知症カフェは認知症の人とその
ご家族、地域の皆様誰もが、気軽に参
加し、集える場です。家族が抱える介
護負担についてもスタッフが相談に応じます。
日時　11月29日（火）13：00～16：00
場所　いちばん星（南あわじ市市福永572）
問地域包括支援センター☎43-5237

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎43-5218）まで

● 献血
  日　　曜日　   　　 受付時間 　　　場所　

13 日 10：00 ～ 11：45
13：00 ～ 16：00 　くつろぎプラザ・シーパ

● いずみ会リーダー養成講座
　（食育をすすめよう＆防災食実習）
  日　　曜日　   　　受付時間 場所

10 木 10：00 ～ 12：30 南あわじ市保健センター

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）1回100円

内容  日  曜日　 時間 　　場所

阿波踊り体操
２ 水

10:00 ～
南あわじ市
保健センター16 水

  11月の健康カレンダー
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● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 17 木 13:15 ～ 13:30

南あわじ市
　保健センター

４か月児健康診査
（28年7月生）

22 火 12:30 ～ 13:00

10か月児健康診査
（28年1月生）

15 火 12:30 ～ 13:00

１歳6か月児健康診査
（27年4月生）

1 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（26年8月生）

16 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（25年10月生）

８ 火 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（23年11月生）

28 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（25年8月･26年2月生）

２ 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（27年9月生） 13:30 ～ 14:0011 金
（28年4月生） 25 金
食育講座赤ちゃん栄養サロン
（28年６月生）

24 木  ９:45 ～ 10:00

遊びの教室（予約制） 10 木  ９:30

発達支援相談（予約制） 10 木 13:30 ～

● 愛育班活動
内容   日   曜日 場所

愛育班活動 17 木 　分班長会議

● 健康相談
内容  日 曜日　　　時間 　　　　場所

生活習慣病相談、
栄養相談、
血圧測定など

２ 水
　９:00 ～
　   10:30

南あわじ市保健センター
７ 月 市役所本館1階
14 月 松帆地区公民館
21 月 福良地区公民館

● 特定保健指導（Ｙ
やせてきれいになる

Ｋ教室）※要予約
内容  日    曜日　   時間 場所

体重・腹囲・血圧測定
食事量と食生活を振
り返ってみよう

18 金
     9:30～
   12:00

　　　南あわじ市
　　　保健センター

　いきいき百歳体操の目的や方法を理解し、応援・
支援してくれるサポーターを養成するための研修を
開催します。4回のうち３回以上出席できる方が対象。
■日時　11 月 21 日（月）、28 日（月）
　　　　12 月　5 日（月）、12 日（月）　全4回
　　　　13：30 ～ 15：15（受付 13：15 ～）
■場所　福良地区公民館
■申込締切　11 月 16 日（水）
問地域包括支援センター☎ 43-5237

知っていますか？アルコールのこと
　適切な飲酒は、私たちの生活に豊かさと潤いを与

えるものでもありますが、不適切な飲酒はアルコー

ル依存症をひきおこし、本人だけでなく、家族をも

巻き込んで、心身共に病んでいきます。

１．アルコール依存症とは？
　飲酒のコントロールを失う病気です。いったん飲み

始めると、自分の意思ではやめることができず、とこ

とん飲んでしまいます。控えたり、ほどほどに飲んだり

することができません。

　習慣的に飲酒し、次第にアルコールに強くなったり、

一定の高揚感を得るのに必要なお酒の量が増えたりし

て、耐性ができていきますので、飲酒をする人なら誰

でもアルコール依存症になり得る可能性があります。

意思が弱いからといった本人の性格の問題ではありま

せん。アルコールが切れてくると不安になったりイラ

イラしたり（精神依存）、アルコールがないと汗をたく

さんかいたり、眠れない（身体依存）など、心身共に

影響し、自分の生活や周囲の人との関係に問題が起こっ

てきます。

２．アルコール依存症を回復するには？
　アルコール依存症は断酒により、回復することがで

きます。自力でアルコールをやめることは大変難しい

ので、家族や仲間、自助グループのサポートを受けま

しょう。

❶アルコール依存症の治療を受けましょう

❷回復を目指す仲間とともに支え合いましょう

▼淡路島で活動している自助グループ

・淡路断酒会　※家族からの相談も可能
　事務局　☎ 0799-62-1181

・AA【アルコホーリクス アノニマス】
　関西セントラルオフィス　☎ 06-6536-0828

３．1日のアルコールの適量
　お酒と上手に付き合うために、適量を守りましょう。

　下記の1単位1つが適量です。（女性は半分）

　あなたの飲酒量は適量ですか？睡眠障害　抑うつ気分

口腔・咽頭・喉頭がん

心筋症　高血圧　不整脈

大腸がん　下痢

膵炎　糖尿病

脂肪肝　肝硬変
アルコール性肝炎

食道炎　食道がん
食道静脈瘤

胃炎　胃潰瘍
十二指腸潰瘍

大脳萎縮　記憶障害
認知症　小脳障害

痛風　末梢神経痛
大腿骨頭壊死
骨粗しょう症

男性：勃起不全（ED)
　　　前立腺肥大症
女性：卵巣機能不全
　　　ホルモン異常

（出典：ASK アルコール薬物問題全国市民協会）

※睡眠中は遅くなり、性別・年齢、体重・体質、体調等でも変わります

適正飲酒の１０か条　公益社団法人アルコール健康医学協会

 １．談笑し 楽しく飲むのが基本です

 ２．食べながら 適量範囲でゆっくりと 

 ３．強い酒 薄めて飲むのがオススメです

 ４．つくろうよ 週に二回は休肝日

 ５．やめようよ きりなく長い飲み続け

６．許さない 他人への無理強い・イッキ飲み

７．アルコール 薬と一緒は危険です

８．飲まないで 妊娠中と授乳期は

９．飲酒後の運動・入浴　要注意

10．肝臓など 定期検査を忘れずに

11 月 10日（木）～ 16日（水）アルコール関連問題啓発週間



　 　　　　

心のかけはし

2425
広報 

2016.11.1発行
平成28年10月15日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

阿那賀診療所
☎39-0668

（月曜日）
9：00～12：00

14：00～17：00
（火曜日）

14：00～17：00
（金曜日）

9：00～12：00
16：00～17：00

（水・土曜日）
　9：00～12:00

伊加利診療所
☎39-0886

（金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00

14：00～17：15
（火・木曜日）

9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00

14：00～17：15

子育て広場
赤ちゃん誕生から入園前のお友達集まれ～

　親子で読書の秋を楽しんでみてはいかがでしょうか。
素敵な本とめぐり合い、優しい声で読んでもらう幸せは、
お子さんへの最高のプレゼントですね。ゆめるんセンター
にも、絵本があります。ぜひお越しください。

●催し 11月　※要申込
行事名 日時 費用等

❶元気なからだをつ
　くろう！ 
　食育コンサート

１６日
10：00～
11：00

湊地区公民館大ホール、
申込締切14日

❷１１月の
  おたんじょうびかい

２１日
10：00～

ゆめるんセンター、費用100円、
１０時に写真撮影で時間厳守、
申込締切15日

❸ファミリーデー
　ＰＡＲＴ４
お野菜をたっぷり使
った料理教室

２７日
10:00～
12：00

湊地区公民館 調理室・和室、費用
親子1,000円、エプロン、三角巾、
お箸、お茶、※アレルギーのある場
合は事前にお知らせください。
定員24組（託児無し）、申込締切14日

●出前ひろば （申込不要、ゆめるんノート、名札持参）
　※新規登録できます（費用200円）　
ひろば名 11 月の開設日 場所

みどり 2,4,9,11,18,30 南あわじ市保健福祉センター２階

みはら 1,8,15,17,29 働く婦人の家２階

せいだん 1,10,15,22,24 湊地区公民館１階

なんだん 2,4,9,11,18,25 福良地区公民館２階

問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　☎42-7703、 9：00～16：00

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日
上出　幸一（神戸市）

向江　英甫（松　帆）

柏木　柊人（福　良）

平本　貴裕（榎　列）

桑島　　剛（志　知）

髙木　道啓（　市　）

山田　雅也（神　代）

髙岡　　宏（淡路市）

鈴木　浩太（大阪府）

宇治田亜衣（松　帆）

坂本　麻希（神　代）

中川　彩里（淡路市）

小丸ゆりか（広　田）

桒島美由紀（志　知）

青山　友美（　市　）

梅澤　美実（埼玉県）

中田　好重（八　木）

黒田　紗織（　市　）

９ 月 23 日

９ 月 23 日

９ 月 26 日

９ 月 27 日

９ 月 28 日

９ 月 28 日

９ 月 28 日

10 月 ５ 日

10 月 15 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

新﨑八
や ち え

千恵

橋田　陵
りょうへい

平

馬野心
み さ き

咲稀

加地　結
ゆいと

翔

森﨑　建
たつき

稀

和田　純
すみれ

怜

高橋　諒
りょうた

太

立花　咲
さ ゆ

結

馬部　進
ゆきと

杜

並木　奏
そうし

知

前川　未
みはね

羽

西川 　嵐
あらん

部屋　奏
そうた

太

部屋　百
ももか

花

辻内　楓
ふうた

大

藤井　瑛
えいげん

玄

依藤　宗
そうすけ

祐

福榮　瑠
る な

愛

新美　愛
め い

生

谷池　快
かいり

理

蜂谷　秋
あきと

斗

森山　煌
あきと

斗

富地　乃
の あ

愛

川上　直
なおと

人

片山　千
ち ほ

穂

西村　周
しゅうや

也

溝上　海
う み

心

塩谷　剛
こうだい

大

二川　湊
そうた

太

山崎　蒼
あおし

士

谷田　琉
る と

翔

原　星
せ れ な

玲菜
　　アリエル

奈良　康
こうせい

生

女

男

女

男

男

女

男

女

男

男

女

男

男

女

男

男

男

女

女

男

男

男

女

男

女

男

女

男

男

男

男

女

男

哲　也
英　明
暢　久
公　祐
晴　樹
知　孝
豊　治
剛　志

進
紀　樹
昌　哉
友　樹
早百合
早百合
勇　摩
隆　広
弘　樹
光　陽
守　生
昭　則
知　美
滋　久
泰　文
高　男
翔　太
尚　弥
直　樹
彰　浩
司　樹

亮
大　典

ﾃﾞｸﾞﾛｰﾄ , ｹﾋﾞ
ﾝｸﾛｰﾄﾞﾋﾟｴｰﾙ

祥午郎

湊
市

潮美台
八 木
広 田
姫路市
榎 列
広 田
松 帆
賀 集
榎 列
洲本市
松 帆
松 帆
松 帆
神 代
小野市
潮美台
八 木
津 井
和歌山県
賀 集

市
広 田
倭 文
尼崎市
榎 列
賀 集
尼崎市
倭 文
福 良
広 田

広 田

９ 月 ６ 日
９ 月 ８ 日
９ 月 ９ 日
９ 月 ９ 日
９ 月 13 日
９ 月 14 日
９ 月 16 日
９ 月 16 日
９ 月 16 日
９ 月 17 日
９ 月 20 日
９ 月 21 日
９ 月 21 日
９ 月 21 日
９ 月 23 日
９ 月 23 日
９ 月 23 日
９ 月 26 日
９ 月 27 日
９ 月 28 日
９ 月 29 日
９ 月 29 日
９ 月 30 日
10 月 １ 日
10 月 ４ 日
10 月 ４ 日
10 月 ４ 日
10 月 ５ 日
10 月 ７ 日
10 月 ７ 日
10 月 ８ 日
10 月 ８ 日

10 月 ９ 日

死亡

氏名 年齢 地区 死亡日

片 桐　　 徹
長 坂　 準 三
原　　 裕 子
平 岡　 久 男
河 上　 正 澄
谷 口 三 和 昭
平 川　 正 葊
西 田　 亀 廣
古 池 カ ヨ 子
山 口　 茂 樹
河 野　 文 夫
阿 部 き よ 子
杭 田 美 智 子
祢 冝 田 慶 子
脇 本　 勝 江
櫻 木 か よ 子
水 田　 凌 輔
河 西 や す の
西 田　 爲 一
山 本 や す ゑ
汐 崎　 澄 夫
堀 川　　 求
清 水　 時 子
谷 池　 人 志
阿 部　　 康
木 田　 美 惠
岩 井　 幸 子
富 松　　 澄
原 口 ち ゑ 子
野 川 さ よ こ
乙 井　 貞 子
岡　　 文 枝
居 上　 義 秋
近 江　 愛 子
菅 井　 秋 男
細 川　 國 子
平　　 秀 美
長 澤　　 功
原 田 き み ゑ
國 中　 久 己
山 口 き よ み

八　木
賀　集
志　知
賀　集

湊
広　田
津　井
北阿万
福　良
阿　万
榎　列
阿　万
広　田

市
市

賀　集
西宮市
志　知

灘
阿　万
福　良

湊
伊加利
津　井
阿　万

市
阿　万
松　帆

市
神　代
賀　集

湊
賀　集
倭　文
福　良
八　木
榎　列
福　良
阿　万
神　代

市

84
81
84
77
91
87
85
88
85
85
82
98
86
89
94
86
23
83
89
104
91
85
93
84
95
94
87
80
89
81
79
91
90
85
88
97
77
54
90
75
85

９ 月 16 日
９ 月 16 日
９ 月 16 日
９ 月 16 日
９ 月 17 日
９ 月 20 日
９ 月 20 日
９ 月 21 日
９ 月 21 日
９ 月 22 日
９ 月 23 日
９ 月 24 日
９ 月 25 日
９ 月 25 日
９ 月 25 日
９ 月 26 日
９ 月 26 日
９ 月 28 日
９ 月 28 日
９ 月 28 日
９ 月 30 日
９ 月 30 日
10 月 １ 日
10 月 ２ 日
10 月 ３ 日
10 月 ３ 日
10 月 ４ 日
10 月 ４ 日
10 月 ４ 日
10 月 ５ 日
10 月 ７ 日
10 月 ８ 日
10 月 10 日
10 月 11 日
10 月 11 日
10 月 11 日
10 月 13 日
10 月 13 日
10 月 14 日
10 月 15 日
10 月 15 日

　クイズの正解者の中から抽選で５人に図書
カード1,000 円分をプレゼント！（当選は発
送をもって発表にかえさせていただきます）
■応募方法（①～⑤全回答必須）
①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、
⑤広報やさんさんネット、南あわじ市に対
するご意見・ご感想をお書きの上、秘書課
までご応募ください。
■応募締切11月１5日（火）※消印有効

　このたび、南あわじ
市は世界・日本農業遺産推進協議会を通

じて、農林水産省へ「日本●●遺産」へ
の認定申請を行いました。●に入る漢字２

文字をお答えく

ださい。
（ヒントは広報３頁）

▲南あわじ地域における伝統的多毛作体系

広報クイズ

　  二次元コード
※携帯電話のバーコード
リーダで読み取り、クイズ
に応募できます

▲

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 秘書課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

第10回アジア国際子ども映画祭
関西・四国ブロック大会が開催されました！

　第10回アジア国際子ども映画祭～関西・四
国ブロック大会「うずしお子ども映画祭」が10
月1日、市役所第２別館で開催されました。
「私の嫌いなこと」をテーマに、子どもたちが撮
影した３分間の映像作品が集まり、受賞７作品
の上映と表彰式が行われました。本選大会（11
月26日、北海道北見市）には上位３作品がノミ
ネートされました。　問体育青少年課 ☎43-5234

▲大会会長賞 兵庫県立東播磨高等学校放送部 ▲兵庫県知事賞 
　前山 美玖さん、土井 梨緒さん、
　多田 有住さん、西岡   凜さん
　（南淡中学校）

賞　名 受賞者 作品名

１ 大会会長賞 兵庫県立
東播磨高等学校放送部

絵顔

２ 兵庫県知事賞
前山 美玖・土井 梨緒
多田 有住・西岡    凜

（南淡中学校）
苦手な先生

３ 南あわじ市長賞 H Ｋ H（辰美小学校） 笑えない症候群

４ 鳴門市長賞 森浦 舞菜（市小学校） けっこうあるなぁ いやなこと

５ 東かがわ市長賞 倭文音楽部 ( 倭文中学校） ふたりぼっち

６ 鳴門海峡うず潮観光大使賞 榎列っ子５年 ゆめとさらさ
（榎列小学校） きらいなことも 友だちとなら・・・

７ 奨励賞 奈良市立 興東小学校 なんて日だ ！！

▼受賞者一覧

※ 10 月号の広報クイズ正解は「セライナ」。
    47 通の応募がありました。

結婚

●人　口 48,835人（前月比－47人）
　    （男） 23,534人（前月比－18人）
　    （女） 25,301人（前月比－29人）
●世帯数 19,240世帯（前月比－５世帯）

※平成28年10月１日現在

西淡中学生との交流 10月４日

▲南あわじ市長賞  HＫH（辰美小学校）

●季節のアルバムづくり 11月　※要申込
行事名 申込・日程等

❶季節の
　アルバム
　　づくり

※希望日と場所を決めて申込。
（手形を押すのは 10:00 ～ 10:30）
費用 50 円、申込締切 14 日
◆ゆめるんセンター24日、25日、29日、30日

◆みはらひろば29日、◆みどりひろば30日

◆せいだんひろば24日、◆なんだんひろば25日
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第
８
回
か
が
り
火
コ
ン
サ
ー
ト

慶
野
松
原
に
ぎ
わ
い
企
画

淡
路
島
を
花
と
緑
い
っ
ぱ
い
の
公
園
島
に
！

あ
わ
じ
花
と
緑
の
コ
ン
ク
ー
ル

芝
　
壽
浩
さ
ん
が
防
犯
栄
誉
金
章
を
受
賞地

域
安
全
活
動
に
栄
誉

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
２
０
４（
秘
書
課
）

市
小
学
校

沼
島
の
漁
師
さ
ん
が「
さ
か
な
講
習
会
」

おめでとう 

国
民
体
育
大
会
出
場 

◆
ゴ
ル
フ
競
技

▲かがり火が灯る会場

▲会場に響き渡る少年少女合唱団員の歌声▲淡路県民局長賞に輝いた財前治子さんのガーデニング

▲淡路島くにうみ協会賞に輝いた
　松本直美さんのガーデニング

中
田　

尚
志 

さ
ん
（
洲
本
高
）

赤
木　

和
彦 

さ
ん
（
賀
集
）

濱
口
文
子
さ
ん
が「
タ
マ
泣
き
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
」優
勝

㈱
う
ず
の
く
に
南
あ
わ
じ
の
「
お
っ
タ
マ
げ
」
企
画

　

９
月
24
日
、
キ
ャ
ン
プ
客
や
観

光
客
で
賑
わ
う
慶
野
松
原
で
、
か

が
り
火
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
、
約
２
０
０
人
が
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
歌
や
ダ
ン

ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

当
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
夕
日
の
美

し
い
風
光
明
媚
の
慶
野
松
原
を
訪

れ
る
観
光
客
や
地
域
の
人
た
ち
に

喜
ん
で
も
ら
お
う
と
、
毎
年
、
慶

野
松
原
活
性
化
協
議
会
が
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
か
が
り
火
が
灯
っ
た

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

や
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ
ス
、

よ
さ
こ
い
、
民
謡
、
吹
奏
楽
な
ど

８
団
体
が
披
露
し
た
ほ
か
、
玉
葱

や
乳
製
品
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
産
品
で
あ
る
タ
マ
ネ
ギ
を
切

り
な
が
ら
涙
を
流
す
姿
の
美
し
さ

を
競
う
「
タ
マ
泣
き
美
人
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
、
松
帆
の
濱
口
文
子
さ
ん

が
優
勝
。
濱
口
さ
ん
の
泣
き
顔
は
、

来
年
春
に
発
売
さ
れ
る
新
タ
マ
ネ

ギ
ブ
ラ
ン
ド
に
採
用
さ
れ
ま
す
。

　

当
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
株
式
会
社

う
ず
の
く
に
南
あ
わ
じ
が
淡
路
島

の
魅
力
を
発
信
す
る
「
お
っ
タ
マ

げ
！
淡
路
島
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

第
５
玉
（
弾
）
と
し
て
企
画
。
書

類
選
考
で
絞
ら
れ
た
６
人
が
涙

を
流
す
動
画
を
９
月
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
、
１
か
月
間
、

ネ
ッ
ト
投
票
と
現
地
投
票
で
美
人

を
競
い
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
濱
口
さ
ん
は
、「
タ

マ
ネ
ギ
を
45
年
間
育
て
て
き
た
。

こ
う
い
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
１
位
に

な
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

▲優勝した濱口文子さん

　

花
と
緑
あ
ふ
れ
る
公
園
島
の
実

現
を
め
ざ
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る

「
あ
わ
じ
花
と
緑
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
淡
路
島
く

に
う
み
協
会
が
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
今
回
で
31
回
目
。
学
校
や
職

場
、
家
庭
、
自
治
会
な
ど
、
団

体
や
個
人
か
ら
89
点
の
応
募
が
あ

り
、
審
査
の
結
果
11
点
の
入
賞
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
み
ご
と
受
賞
さ
れ
た
人

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
淡
路
県
民
局
長
賞

　

財
前　

治
子
さ
ん（
潮
美
台
）　

◆
淡
路
島
く
に
う
み
協
会
賞

　

松
本　

直
美
さ
ん
（
福
良
）

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
高
く
評
価

さ
れ
、
９
月
29
日
に
東

京
都
で
開
催
さ
れ
た
平

成
28
年
全
国
地
域
安
全

運
動
中
央
大
会
に
お
い

て
、
警
察
庁
な
ら
び
に

全
国
防
犯
協
会
連
合
会

よ
り
防
犯
栄
誉
金
章
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

芝　

壽と
し
ひ
ろ浩

さ
ん
は
、
長
年
に
わ

た
り
地
域
安
全
活
動
に
尽
力
さ
れ

て
、
安
全
で
安
心
な
街
づ
く
り
に

　

福
居
尚な
お

弥や

さ
ん
（
福
良
）
は
、
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
の
少
年

男
子
94
㎏
級
に
出
場
。
８
月
の
県
民

体
育
大
会
で
、
み
ご
と
大
会
新
記
録
で

優
勝
し
、国
体
に
お
い
て
も
ク
リ
ー
ン
＆

ジ
ャ
ー
ク
で
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

赤
木
和
彦
さ
ん
（
賀
集
）
は
、
県

大
会
で
３
位
の
成
績
を
収
め
、
国
体

で
ゴ
ル
フ
成
年
男
子
競
技
に
出
場
。

兵
庫
県
の
男
子
ゴ
ル
フ
総
合
1
位
に

貢
献
し
ま
し
た
。

　

２
チ
ー
ム
は
、
７
月
に
行
わ
れ

た
県
民
体
育
大
会
で
「
三
原
え
び

す
青
木
」
は
２
位
、「
潮
美
台
ル

フ
レ
」
は
優
勝
に
輝
き
、
全
国
大

会
の
第
31
回
日
本
ペ
タ
ン
ク
選
手

権
大
会
（
栃
木
県
・
10
月
1
日
～
２
日
）

に
出
場
し
ま
し
た
。

◆
ボ
ー
ト
競
技

福
居　

尚
弥 

さ
ん
（
淡
路
高
校
３
年
）

◆
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技

小
島　

淳
一 

さ
ん
（
柳
学
園
高
校
３
年
）

チ
ー
ム
名 

三
原
え
び
す
青
木

上
田　

龍
司 

さ
ん
（
市
）

社
家　
　

薫 

さ
ん
（
市
）

奈
良　

正
博 

さ
ん
（
市
）

チ
ー
ム
名 

潮
美
台
ル
フ
レ

村
上　

 

順
子 

さ
ん
（
潮
美
台
）

小
林 

有
見
子 

さ
ん
（
市
）

小
林 

久
美
子 

さ
ん
（
潮
美
台
）

▲左から小林有見子さん、小林久美子さ
　ん、村上順子さん

▲左から社家薫さん、上田龍司さん、
　奈良正博さん

　

市
小
学
校
で
10
月
18
日
、沼
島
漁

協
青
年
部
の
漁
師
さ
ん
ら
５
人
と

県
漁
連
の
２
人
が
講
師
と
な
っ
て

「
さ
か
な
講
習
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
年
生
34
人
が
包
丁
を
使
っ
て

沼
島
で
獲
れ
た
マ
ル
ア
ジ
を
３
枚

に
お
ろ
し
て
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
ソ

テ
ー
に
し
て
給
食
と
一
緒
に
美
味

し
く
味
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
魚
を
見
る
、
触

る
、
お
ろ
す
と
い
う
体
験
を
通
し

て
児
童
た
ち
に
魚
を
食
べ
る
こ
と
へ

の
関
心
と
地
場
産
業
の
正
し
い
知

識
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
開
か
れ

ま
し
た
。
南
あ
わ
じ
市
で
漁
獲
さ

れ
る
魚
の
種
類
や
時
期
、
栄
養
に

つ
い
て
な
ど
の
話
も
あ
り
、
児
童

た
ち
は
「
魚
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と

は
、
魚
の
命
を
い
た
だ
く
こ
と
。
野

菜
や
米
も
魚
と
同
じ
く
命
を
い
た

だ
く
と
。
感
謝
し
て
食
べ
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
講
師
の
話
を
真
剣
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
半
の
児
童
が
初
め
て
魚
を
さ
ば

く
経
験
を
し
て
「
骨
が
硬
く
て
難
し

か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
自
分
で

さ
ば
い
て
調
理
し
た
の
で
特
別
お
い

し
い
。
家
で
も
や
っ
て
み
た
い
」な
ど
、

楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
島
淳
一
さ
ん
（
広
田
）
と
中

田
尚な
お

志し

さ
ん（
広
田
）は
、
ボ
ー
ト

競
技
少
年
男
子
舵
手
つ
き
ク
オ
ド

ル
プ
ル
に
出
場
。
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
で
２
位
の
成
績
を
収
め
、
国
体
で

は
準
決
勝
進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。

芝　
　

壽
浩 

さ
ん
（
福
良
）

防
犯
栄
誉
金
章

▲中田尚志さん ▲小島淳一さん

◆
第
31
回
日
本
ペ
タ
ン
ク

　
選
手
権
大
会

 

全
国
大
会
出
場

▲自分で調理した魚は特別おいしい！ ▲沼島の漁師さんが魚のさばき方を指導 ▲出来上がったソテー ▲アジを３枚におろす児童

◆
第
71
回
国
民
体
育
大
会

　（
希
望
郷
い
わ
て
国
体
）

（
岩
手
県
・
10
月
1
日
～
11
日
）
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▲Facebook「南あわじ旬だより」
　旬の情報をお届けしています

▲

２次元コード

南あわじ市の魅力を伝えたい南あわじ市の魅力を伝えたい南あわじ市の魅力を伝えたい
　地域おこし協力隊　田之上

地域おこ
し協力隊今月の

No.7

ていますので、ぜひご覧ください！
　「いいね！」「シェア」
をしていただけるよう、
どこよりも早く旬の情
報をお届けしたいと思
います。

　私は４月から協力隊として、市内の地域資源を発
掘し、ＳＮＳ等を通じて情報発信することを目的に
活動をしています。
　実際に南あわじ市で生活を始めてみると、“人や自
然と、近い距離でいられること”が私にはとても心
地よく感じており、さらにこのまちが大好きになり
ました。「私のように南あわじ市のファンが増えると
いいな」「多くの人に市の魅力を伝えたいな」と思っ
ています。
　市の魅力を市内外の多くの方々に知っていただく
ため、Facebook で「南あわじ旬だより」を開設し

南あわじ
旬だより

へ

２次元コ
ードで簡

単アクセ
ス！

南あわじ市総合防災訓練

　マグニチュード 9.1、最大震度 7の南海トラフ巨
大地震が発生、大津波警報が発表されたという想定
で防災訓練を実施します。

●日時　11月 13日（日）午前 9時～
●場所　市内全域
　　　　（総合防災訓練会場：福良地区）
　※開始は屋外サイレン等でお知らせします
　　各自治会での避難は徒歩でお願いします

　南海トラフ地震による津波被害が想定されている兵
庫県内の 15市町を対象に、兵庫県南海トラフ地震津
波一斉避難訓練が 11月 13日に行われます。
　南あわじ市は、県内最大８．１ｍの津波の到達が想定
されており、本訓練のメイン会場となっています。

●緊急放送
　訓練当日は、次の通りメールや音声による緊急放
送が入りますので、実際の災害とお間違えのないよ
うご注意ください。

1携帯電話に緊急メールが入ります
　対応機種全員に緊急のメー
ルが届きます。メール受信時
は、マナーモードにしていて
も鳴りますので、ご注意くだ
さい。

2屋外スピーカーと宅内の受信機から
　緊急放送が流れます
　宅内の受信機から、訓練開始後、緊急放送が音量
設定に関係なく最大音量で流れますので、ご注意く
ださい。
　受信機から放送が流れない場合、訓練翌日以降に
戸別受信機をお持ちの人は防災行政無線現場事務所
（☎ 43-5360）へ、音声告知端末の場合はさんさん
ネット（☎ 43-2345）へご連絡ください。

問危機管理課43-5203

福良地区での総合防災訓練
　福良小学校ならびに南淡Ｂ＆Ｇ海洋センターに
おいて、避難所運営訓練や防災学習のほか、各関
係機関との連携訓練等を実施します。

市内各地での訓練
　各家庭や自主防災組織等で、身の安全確保や火
の元の点検、非常持ち出し品の確認のほか、避難
所への避難訓練や初期消火、水門閉鎖訓練など、
地域の実情に応じた訓練を実施します。
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